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▲2022年10月2日 南アルプス市芦安山岳館にて 

前列左から 中村(雅)、竹中、小島、前神、佐々木（院2）、佐藤(周)、中列左から 佐藤(久)、川名、 
兵藤、加藤、谷津、淺香（2年）、半澤（3年）、重岡（2年）、岡田、後列左から 小西顧問、大矢、本間、 
吉川（1年）、井草、亀井（1年）、田村（1年）、下西ノ園（2年）、関（2年）、清水（1年） 
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                      加藤 博行（1976 年卒） 

今からもう４０年以上も前の１９８１年８月、私は大先輩の山田亮三さん、倉知さん、柿原（和

雄）さん、そして同期の兵藤さんと共にカナディアン・ロッキーの山中にいた。 

右写真は入山して２日目、グ

レイシャー・レイク上部テント

場でのワンショットで、背景に

は懸垂氷河が見える。撮影者の

兵藤さんは、当時企業派遣留学

生として米国に滞在し、現地か

ら参加した。 

倉知さん以外は海外の登山

が初めてのメンバーばかりで、

カナディアン・ロッキーの山中

では、見る景色すべてが新鮮

だった。その一方、グリズリー

（北米のヒグマ）に襲われる恐 

怖を感じ、背景の懸垂氷河が、夜中轟音を立てて崩れる音にも悩まされた。 

日本の山とは異質の大自然に分け入って１週間、氷河を詰めてあと一歩のところで、目指す

フォーブス山（３６１２ｍ）は天候悪化と日程切れでギブアップ、手痛い洗礼を受けた。 

 

 

フォーブス山（3612m）目指して（兵藤（前）と柿原） 撮影：加藤博行 

 

その後南に転進してジョフレ山（３４５０ｍ）に登頂できたことで、入山以来、何としてもピー

クに立ちたい気持ちをやっとの思いで果たすことができた。（詳細は会報６１号参照） 

 

 私の思い出の一葉

 

懸垂氷河を背景に（左から 山田、加藤、柿原、倉知） 撮影：兵藤元史 
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 創
部
１
０
０
周
年
記
念 

北
岳
集
中
登
山 

 

 
 
 
 
 
 

前 
神 
直 

樹 

 
 
 
 
 

（
針
葉
樹
会
会
長
、
１
９
７
６
年
卒
） 

 

１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）
６
月
21
日
に
産
声

を
上
げ
た
一
橋
山
岳
部
（
東
京
商
大
時
代
か
ら
変
わ

ら
な
い
部
名
）
が
昨
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
昭
和
10
年
頃
に
諸
先
輩
方
が
厳
冬
期

に
初
登
攀
を
成
し
遂
げ
た
バ
ッ
ト
レ
ス
を
擁
す
る
北

岳
へ
の
集
中
登
山
を
実
施
し
た
。 

参
加
し
た
の
は
Ｏ
Ｂ
13
名
と
山
岳
部
顧
問
、
学

生
・
院
生
12
名
の
総
勢
25
名
だ
が
、
当
初
は
登
頂

者
全
員
が
打
ち
揃
っ
て
北
岳
山
頂
で
記
念
写
真
に
収

ま
る
こ
と
を
考
え
た
。
し
か
し
最
高
年
齢
が
80
歳
を

超
え
、
大
半
が
70
台
の
Ｏ
Ｂ
と
20
歳
前
後
の
学
生

で
は
登
る
ス
ピ
ー
ド
が
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
ど
こ
ろ
か
新

幹
線
と
自
転
車
ほ
ど
の
違
い
も
あ
り
、
加
え
て
コ
ロ

ナ
に
よ
る
山
小
屋
の
宿
泊
制
限
も
あ
っ
て
、
結
果
的

に
複
数
の
隊
が
各
々
の
日
程
、
ペ
ー
ス
で
登
頂
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
辺
り
の
調
整
は
山
行
幹
事
の

佐
藤
（
周
）
さ
ん
が
最
も
腐
心
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。 結

局
昨
年
10
月
１
日
～
２
日
に
か
け
て
左
表
の

通
り
６
隊
に
分
か
れ
北
岳
に
登
っ
た
が
、
両
日
と
も

こ
れ
以
上
は
無
い
と
い
う
ほ
ど
の
快
晴
に
恵
ま
れ
、

登
頂
者
全
員
が
富
士
山
か
ら
全
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の

絶
景
に
酔
い
し
れ
た
。 

山
行
終
了
後
10
月
２
日
昼
に
は
南
ア
ル
プ
ス
市

芦
安
山
岳
館
に
全
員
集
合
。
高
谷
山
周
辺
の
登
山
道

整
備
の
下
見
で
、
桧
尾
峠 

高
谷
山 

夜
叉
神
峠
を

歩
い
て
き
た
井
草
会
員
も
合
流
し
、
全
員
の
集
合
写

真
（
表
紙
写
真
参
照
）
を
撮
っ
た
。 

そ
の
後
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
清
水
さ
ん
に
昔
の

北
岳
登
山
や
バ
ッ
ト
レ
ス
登
攀
を
映
し
た
貴
重
な

フ
ィ
ル
ム
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
当
時
を
知
る

Ｏ
Ｂ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
我
々
の
世
代
に
も
、
さ
ら
に

は
当
時
生
ま
れ
て
も
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
現
役
世

 
創
部
１
０
０
周
年
記
念
山
行 

 
 メンバー 行 動 概 要 

スーパーシニア隊 
本間、竹中、小島、 
佐藤久、岡田、中村雅、
前神、兵藤、川名 

9月29日 甲府→広河原→御池小屋
  30日 御池小屋→北岳肩の小屋 
10月 1日 北岳登頂→広河原小屋 
   2日 広河原→芦安 

ノーマルシニア隊 
加藤、小西
（佐藤周は御池小屋に
て待機） 

9月30日 甲府→広河原→御池小屋
10月 1日 御池小屋→北岳登頂→広河原小屋
   2日 広河原→芦安 

学生 A 隊 
佐々木、関、清水、 
谷津（OB） 

10月 1日 甲府→御池小屋→北岳登頂→ 
     北岳頂上幕営地 
   2日 幕営地→広河原→芦安 

学生 B 隊 
淺香、田村、重岡、 
亀井 

10月 1日 甲府→広河原→御池小屋幕営地
   2日 幕営地→北岳登頂→広河原→芦安

学生縦走隊 半澤、下西ノ園、吉川

 9月30日 国立→奈良田→大門沢幕営地 
10月 1日 幕営地→農鳥岳→北岳登頂→ 
     北岳頂上幕営地 
   2日 幕営地→広河原→芦安 

超高速単独行 大矢 
10月 1日 甲府→広河原→御池小屋幕営地
   2日 幕営地→北岳→間ノ岳→北岳→
     広河原→芦安 

2022.10.2 北岳（広河原から） 撮影：岡田健志 
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代
に
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
山
岳
館
に
は
針
葉
樹
文
庫
を
保
管
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
う
し
た
図
書
類
を
目
に
し
た
学
生
部
員

は
部
の
歴
史
の
片
鱗
を
感
じ
取
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。 

山
岳
館
を
見
学
し
た
あ
と
白
雲
荘
に
移
動
、
記
念

の
宴
を
催
し
、
大
い
に
飲
み
、
語
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

今
回
奇
跡
的
に
２
日
連
続
の
快
晴
に
恵
ま
れ
た
こ

と
や
、
大
事
に
至
る
よ
う
な
事
故
は
起
き
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
北
岳
が
創
部
百
周
年
を
祝
っ
て
く
れ
て

い
た
の
か
と
感
じ
た
次
第
。 

 

 

 北
岳
行
（
ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
隊
） 

 

竹
中 

 

彰
（
１
９
６
４
年
卒
） 

 

今
回
の
創
部
１
０
０
周
年
記
念
山
行
、
小
生
と
し

て
は
北
岳
の
頂
上
を
踏
ん
だ
後
は
主
力
隊
と
別
れ

て
、
八
本
歯
の
コ
ル
経
由
で
大
樺
沢
左
股
に
下
り
、

数
年
前
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
挫
折
し
た
バ
ッ
ト
レ
ス

を
近
く
で
良
く
観
察
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
の

下
山
時
の
ル
ー
ト
に
岡
田
さ
ん
が
良
い
写
真
を
撮
り

た
い
と
の
こ
と
で
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
（
SS
）
隊
メ
ン
バ
ー
： 

本
間
（
40
）、
竹
中
（
39
）、
小
島
（
40
）、
佐
藤

久
（
41
）、
岡
田
（
42
）、
中
村
雅
（
43
）、
前
神

（
51
）、
兵
藤
（
52
）、
川
名
（
63
）･･

･･
･･

（ 

）

内
卒
年
（
昭
和
）
平
均
年
齢
75･

２
歳 

 行
程
： 

９
／
29 

甲
府
集
合8

:3
0

（
バ
ス9

:0
5

発
）
広
河

原
着1

0
:5

4
 

発1
1:07

 

７
ピ
ッ
チ 

白
根
御
池

着1
5
:2

3 

９
／
30 

白
根
御
池
発6

:00

（
７
ピ
ッ
チ
）
小
太
郎

分
岐

9
:50

-1
0:2

1

）
（
２
ピ
ッ
チ
）
肩
の
小
屋
着

1
1
:1

5 

10
／
１ 

肩
の
小
屋
発

5
:2

8

（
３
ピ
ッ
チ
） 

北
岳

頂
上
着6

:2
6-

6:45
 

吊
尾
根
分
岐7

:1
0-

15
 

八

本
歯
の
コ
ル

7
:5

5-
8
:1

5
 

左
股

8:5
5-

9
:0

5

（
直

後
に
ス
リ
ッ
プ
、
岩
に
頭
部
を
打
ち
停
止
）
（
３

ピ
ッ
チ
）
二
俣1

1:14
-3

0

（
２
ピ
ッ
チ
） 

白
根

御
池
小
屋1

2
:4

0-
13

:05

（
３
ピ
ッ
チ
） 

広
河
原

山
荘
着1

5
:5

3 

 

10
／
２ 

広
河
原
（
バ
ス

1
0:0

0

発
） 

芦
安
着

1
1
:0

0
 

芦
安
山
岳
館
～
白
雲
荘
で
記
念
懇
親
会 

（
ジ
ャ
ン
ボtaxi 

1
6
:5

6

発
） 
甲
府
駅
着1

7
:25 

（
あ
ず
さ
）
八
王
子
着1

9
:04 

 

行
動
記
録 

９
／
29 

快
晴 

前
夜
に
山
岳
部
同
期
（
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
）
の
蛭

川
さ
ん
逝
去
の
知
ら
せ
を
広
島
の
村
上
さ
ん
か
ら
受

け
た
が
、
直
後
に
ト
ー
チ
ン
会
メ
ン
バ
ー
宛
訃
報
連

絡
を
回
し
た
の
み
で
、
取
り
敢
え
ず
自
宅
を
６
時
過

ぎ
に
出
発
。
予
定
通
り
甲
府
駅
に
集
結
し
、
バ
ス
停

に
移
動
し
た
と
こ
ろ
で
参
加
者
に
訃
報
を
伝
え
る
。

バ
ス
は
、
木
曜
日
の
所
為
か
乗
客
は
我
々
以
外
に
は

４
―

５
名
程
度
と
ガ
ラ
ガ
ラ
の
状
態
。
２
０
１
５
年

９
月
の
バ
ッ
ト
レ
ス
第
四
尾
根
挑
戦
時
以
来
の
久
し

振
り
の
野
呂
川
林
道
で
懐
か
し
く
渓
谷
美
に
目
を
向

け
る
。 

大
樺
沢
ル
ー
ト
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
た
め

急
登
の
続
く
尾
根
道
を
第
一
ベ
ン
チ
、
第
二
ベ
ン
チ

と
進
む
。
登
山
道
は
７
年
前
の
記
憶
に
比
べ
て
、
木

製
の
階
段
、
ハ
シ
ゴ
が
増
え
、
か
な
り
整
備
が
進
ん

で
い
る
印
象
で
あ
っ
た
。
広
河
原
ス
タ
ー
ト
後
４
時

間
15
分
で
白
根
御
池
小
屋
に
到
着
し
、
通
常
の
コ
ー

ス
タ
イ
ム
に
遅
れ
る
こ
と
１
時
間
余
だ
っ
た
が
、
初

日
入
山
の
歩
行
と
し
て
は
悪
く
な
い
。 

 

小
屋
に
到
着
後
、
２
階
の
寝
床
の
確
保
等
行
う
が

コ
ロ
ナ
対
策
で
ス
ペ
ー
ス
的
に
は
余
裕
の
あ
る
区
画

と
な
っ
て
お
り
、
安
全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
た
。
寝
床
を
セ
ッ
ト
後
一
階
の
談
話
ス
ペ
ー
ス

に
持
参
の
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
を
も
っ
て
集
合
し
、
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懇
談
す
る
。 

 
な
お
ト
イ
レ
が
６
年
前
に
は
小
屋
に
併
設
さ
れ
て

は
い
た
が
、
利
用
に
は
一
旦
外
に
出
て
回
り
込
ん
で

い
た
の
が
屋
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
大
い
な

る
改
善
と
感
じ
た
。
清
潔
な
水
洗
式
で
あ
る
こ
と
は

変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

 ９
／
30 

快
晴 

５
時
過
ぎ
に
起
床
後
、
朝
食
前
に
外
に
出
て
空
模

様
を
窺
う
と
、
絶
好
の
登
山
日
和
で
、
北
岳
方
面
は

バ
ッ
ト
レ
ス
の
壁
が
次
第
に
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
て

い
く
。
百
周
年
記
念
登
山
は
問
題
な
く
成
功
と
の
予

感
が
す
る
。 

６
時
に
出
発
す
る
が
、
中
川
さ
ん
達
と
バ
ッ
ト
レ

ス
挑
戦
し
た
２
０
１
０
年
10
月
、
本
間
さ
ん
の
メ
ス

テ
ン
ト
で
前
夜
に
懇
談
し
た
こ
と
等
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
る
。
二
股
へ
の
道
を
左
に
分
け
て
本
間
さ

ん
ト
ッ
プ
の
オ
ー
ダ
ー
で
草
す
べ
り
に
取
付
き
、

ピ
ッ
チ
30
分
前
後
の
ペ
ー
ス
で
次
第
に
草
の
斜
面

に
標
高
を
稼
い
で
い
く
。 

 

季
節
外
れ
で
高
山
植
物
の
群
落
な
ど
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
な
ど
の
残
り
が
一
部
立

ち
枯
れ
状
態
に
な
っ
て
い
る
間
を
ジ
グ
ザ
グ
に
進
み
、

池
の
端
か
ら
３
ピ
ッ
チ
で
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
大
木
が
散

在
す
る
地
点
に
着
き
、
鳳
凰
三
山
な
ど
を
展
望
す
る
。 

こ
の
先
で
、
パ
ー
テ
ィ
は
２
分
、
私
は
先
行
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
林
を
縫
っ

て
進
み
、
森
林
限
界
を
越
え
て
間
も
な
く
左
手
に
植

生
防
護
の
シ
カ
柵
が
現
れ
た
。
そ
の
先
に
大
樺
沢
右

股
（
二
股
）
へ
の
分
岐
が
あ
り
、
眺
望
も
利
く
様
に

な
る
。
こ
の
辺
り
で
下
っ
て
く
る
パ
ー
テ
ィ
と
ス
レ

違
う
こ
と
が
多
く
な
り
、
外
人
パ
ー
テ
ィ
も
結
構
多

い
印
象
で
あ
っ
た
。
２
ピ
ッ
チ
程
で
小
太
郎
尾
根
分

岐
に
着
き
、
後
続
を
待
っ
て
小
屋
で
用
意
さ
れ
た
弁

当
を
食
し
な
が
ら
休
む
。 

 

本
隊
も
逐
次
到
着
し
２
８
９
０
ｍ
ピ
ー
ク
に
向
か

う
。
ピ
ー
ク
か
ら
は
北
岳
方
面
を
除
い
て
、
仙
丈
、

甲
斐
駒
な
ど
近
く
の
ピ
ー
ク
を
始
め
と
し
て
略
全
方

位
の
山
々
が
見
渡
せ
、
広
大
な
ア
ル
プ
ス
の
中
で
の

存
在
感
を
十
分
に
味
わ
え
た
。 

 「
肩
の
小
屋
」
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
先
の

見
通
し
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
夫
々
の
好
み
に
応
じ
て

稜
線
遊
歩
を
始
め
る
。
小
生
が
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
で

進
ん
で
い
る
途
中
で
、
追
い
越
し
て
行
く
単
独
行
者

が
長
い
自
撮
り
棒
を
担
い
で
い
る
の
で
尋
ね
る
と
、

３
６
０
度
恰
も
ド
ロ
ー
ン
撮
影
し
て
い
る
様
な
映
像

を
撮
れ
る
カ
メ
ラ
、
と
の
説
明
に
技
術
進
歩
の
速
さ

に
感
心
し
た
。 

 

仙
丈
岳
等
周
囲
の
景
色
に
励
ま
さ
れ
て
歩
を
進
め

途
中
で
立
休
み
等
を
交
え
て
分
岐
の
ピ
ー
ク
か
ら
１

時
間
弱
で
肩
の
小
屋
に
到
着
し
、
小
屋
前
の
ベ
ン
チ

で
後
続
を
待
っ
て
休
憩
。
待
つ
こ
と
10
分
余
で
最
初

に
佐
藤
、
岡
田
の
２
名
が
到
着
す
る
。
本
隊
を
待
っ

て
小
屋
で
受
付
を
済
ま
せ
、
指
定
の
寝
る
場
所
を
確

保
後
食
堂
兼
談
話
ス
ペ
ー
ス
で
持
参
の
ア
ル
コ
ー
ル

を
出
し
て
歓
談
す
る
。 

 

小
屋
は
以
前
の
小
屋
か
ら
拡
張
、
改
良
工
事
中
で

未
だ
完
全
に
仕
上
が
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
ト
イ
レ

が
屋
外
に
あ
り
、
小
屋
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
の
が

難
で
あ
っ
た
。 

「
豚
肩
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
」
の
夕
食
は
低
い
食
卓
に

隣
と
か
な
り
近
接
し
て
窮
屈
で
あ
り
、
胡
坐
の
苦
手

な
小
生
と
し
て
は
落
ち
着
か
な
か
っ
た
。 

 

食
後
も
同
じ
場
所
で
酒
盛
り
歓
談
の
続
き
を
行

う
。
消
灯
時
間
に
２
階
の
寝
床
に
引
き
揚
げ
、
適
度

な
疲
れ
か
ら
直
ぐ
眠
り
に
落
ち
る
。
夜
間
に
２
度
ほ

ど
ト
イ
レ
に
立
つ
が
、
戸
外
に
出
た
と
こ
ろ
で
満
天

の
星
空
と
伊
那
方
面
の
灯
り
に
、
寒
さ
を
忘
れ
て
暫

し
見
と
れ
る
。 

 10
／
１
日 

快
晴 

４
時
半
過
ぎ
に
起
床
し
て
食
堂
前
に
並
ぶ
。
食
事

の
際
に
＠
２
０
０
円
の
お
湯
を
テ
ル
モ
ス
に
詰
め
て

貰
う
。
食
後
に
八
本
歯
に
向
か
う
小
生
と
岡
田
さ
ん
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は
荷
物
を
パ
ッ
キ
ン
グ
し
て
小
屋
の
前
に
出
る
。
他

の
メ
ン
バ
ー
は
頂
上
往
復
し
て
こ
の
小
屋
に
戻
る
の

で
、
メ
イ
ン
ザ
ッ
ク
は
小
屋
に
デ
ポ
し
、
サ
ブ
ザ
ッ

ク
で
向
か
う
。 

 5
:30

前
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、
途
中
少
憩
を
入
れ
て

２
ピ
ッ
チ
で
頂
上
に
達
す
る
。
最
初
の
急
登
を
越
え
、

右
に
野
呂
川
方
面
へ
の
道
を
分
け
た
３
１
０
０
ｍ
の

先
で
次
第
に
富
士
山
を
始
め
、
北
岳
の
山
体
に
隠
れ

て
い
た
南
に
連
な
る
峰
々
が
姿
を
現
し
た
。 

 

こ
の
ル
ー
ト
か
ら
の
北
岳
山
頂
へ
の
道
は
初
ト

レ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
興
味
深
い
眺
め
で
は
あ
っ
た
。

6
:2

0

過
ぎ
に
10
人
余
の
登
山
者
が
い
る
頂
上
に
達

し
た
。
頂
上
で
は
富
士
山
、
北
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル

プ
ス
、
八
ヶ
岳
等
な
ど
遮
る
も
の
の
な
い
眺
望
を
楽

し
む
と
共
に
、
同
行
の
皆
さ
ん
に
声
掛
け
を
し
て
北

の
空
に
向
か
っ
て
「
蛭
川
さ
ん
の
御
霊
安
か
れ
」
と

黙
祷
を
捧
げ
た
。 

記
念
撮
影
な
ど
を
行
っ
た
後
に
、6

:4
5

に
岡
田
さ

ん
と
二
人
、
本
隊
と
別
れ
て
八
本
歯
ノ
コ
ル
に
向

か
っ
て
頂
上
を
後
に
し
た
。
暫
く
北
岳
山
荘
方
面
に

ク
サ
リ
場
な
ど
を
下
り
、7

:15

に
コ
ル
へ
の
分
岐
に

達
し
て
一
息
入
れ
、
ト
ラ
バ
ー
ス
道
に
入
っ
た
。 

６
月
頃
な
ら
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、

チ
ョ
ウ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
等
の
高
山
植
物
が
咲
き
誇
る

ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
時
季
外
れ
の
今
は
岩
屑
混
じ
り

の
広
大
な
斜
面
が
広
が
る
ば
か
り
で
あ
っ

た
。 数

年
前
に
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
企
画
で

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の
観
察
会
に
本
間
さ
ん
他
と

参
加
し
た
が
、
も
う
再
訪
は
叶
わ
な
い
な
と

感
じ
な
が
ら
進
ん
だ
。ト
ラ
バ
ー
ス
が
終
り
、

コ
ル
に
向
か
っ
て
下
降
す
る
部
分
は
以
前
に

比
べ
て
ハ
シ
ゴ
等
の
整
備
が
一
段
と
進
み
、

安
全
性
が
高
ま
っ
て
い
る
感
じ
を
受
け
た
。 

八
本
歯
の
コ
ル
に
は7

:55

に
着
き
、
岡
田

さ
ん
と
休
憩
し
な
が
ら
「
八
本
歯
の
頭
」
の
方
に
少

し
進
み
、
ア
ン
グ
ル
を
変
え
て
バ
ッ
ト
レ
ス
側
面
を

カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
20
分
ほ
ど
の
休
憩
の
後
に
気
を

引
き
締
め
て
左
股
に
向
け
て
下
り
に
か
か
っ
た
。 

 

コ
ル
か
ら
の
下
り
も
以
前
か
ら
要
所
に
は
ハ
シ
ゴ

や
桟
道
が
架
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
整
備
が
更
に

進
ん
で
い
る
印
象
を
受
け
た
。
登
っ
て
く
る
パ
ー

テ
ィ
は
僅
か
で
あ
っ
た
が
、
上
部
で
す
れ
違
っ
た
。 

バ
ッ
ト
レ
ス
を
横
目
に
緊
張
の
下
り
が
続
き
、

所
々
で
カ
メ
ラ
を
向
け
な
が
ら
進
む
。
四
尾
根
の

マ
ッ
チ
箱
の
下
の
比
較
的
大
き
な
ハ
イ
マ
ツ
の
テ
ラ

ス
を
探
し
、
２
０
０
８
年
か
ら
数
次
に
亘
っ
た
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
最
終
回
、
２
０
１
５
年
秋
の
挑
戦
の
際
に

休
憩
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
回
顧
す
る
。 

尾
根
筋
に
立
つ
大
き
な
ダ
ケ
カ
ン
バ
で
バ
ッ
ト
レ

ス
に
別
れ
を
告
げ
、
最
後
の
ハ
シ
ゴ
を
下
り
沢
筋
に

降
り
立
っ
た
。
先
行
し
て
い
た
岡
田
さ
ん
に
合
流
し

て
一
息
入
れ
る
（8

:55
-9

:05

）。 

 

二
俣
に
向
け
て
沢
筋
を
最
後
の
頑
張
り
で
下
ろ
う

と
一
歩
足
を
降
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
、
不
安
定
な
砂
礫

混
じ
り
の
斜
面
が
崩
れ
て
、
片
手
に
持
っ
て
い
た
ス

ト
ッ
ク
を
突
い
て
体
勢
を
立
て
直
す
こ
と
も
で
き
ず

横
倒
し
の
ま
ま
ズ
ル
ズ
ル
と
滑
る
。
頭
が
下
に
な
っ

て
い
た
た
め
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
ま
ま
の
窮
屈
な
姿

勢
で
、
斜
面
を
落
ち
て
下
の
比
較
的
大
き
な
岩
に
頭

か
ら
当
た
っ
て
止
ま
る
。
幸
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着

し
て
い
た
の
で
、
ゴ
ン
と
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
て
止
ま

る
こ
と
が
出
来
た
。
下
向
き
の
体
勢
だ
っ
た
た
め
に
、

起
き
上
が
る
の
に
暫
し
時
間
を
要
し
た
が
、
ユ
ッ
ク

リ
と
頭
を
上
に
元
の
姿
勢
に
戻
し
た
。
頭
に
外
傷
等

は
負
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
胸
か
ら
左
脇
腹
に
か
け

て
打
撲
と
擦
り
傷
の
痛
み
を
強
く
感
じ
た
。
斜
面
の

2023.10.1 バットレスを背景に（竹中） 
撮影：岡田健志 
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砂
礫
の
中
に
所
々
出
て
い
た
岩
に
当
た
り
な
が
ら

滑
っ
た
こ
と
に
依
る
と
思
わ
れ
た
。
滑
っ
た
本
人
の

感
覚
と
し
て
は
４
―
５
ｍ
位
落
ち
た
と
思
っ
た
が
、

横
で
見
て
い
た
岡
田
さ
ん
の
感
じ
で
は
１
―
２
ｍ
程

度
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
こ
と
。 

そ
の
後
は
胸
な
ど
の
痛
み
が
続
く
。
相
変
わ
ら
ず

足
元
は
不
安
定
な
の
で
一
層
慎
重
に
下
り
始
め
た
。

予
想
以
上
に
長
い
下
り
に
消
耗
し
た
が
、
何
と
か
二

股
の
出
合
に
到
着
し
、
先
に
到
着
し
て
い
た
本
隊
と

合
流
で
き
た
（1

1
:1

4-
30

）。 

 

昼
食
を
と
り
乍
ら
事
の
概
要
を
報
告
し
、
擦
り
傷

を
簡
単
に
消
毒
し
、
取
り
敢
え
ず
白
根
御
池
小
屋
に

向
け
て
出
発
し
た
。
２
ピ
ッ
チ
で
小
屋
に
到
着
し
、

小
西
顧
問
他
の
メ
ン
バ
ー
と
も
合
流
し
た
。
小
屋
の

管
理
人
に
事
情
を
話
す
と
、
応
急
の
消
毒
程
度
は
出

来
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
小
屋
に
上
が
っ
て
念
入
り

に
消
毒
し
て
貰
っ
た
。
管
理
人
は
本
来
北
岳
山
荘
に

い
る
が
現
在
建
て
替
え
中
で
下
の
小
屋
に
手
伝
い
に

来
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
手
当
に
対
し
て
お
礼

を
申
し
出
た
が
、
当
然
の
こ
と
だ
と
し
て
受
け
取
っ

て
頂
け
な
か
っ
た
。 

小
屋
を
出
発
す
る
際
に
、
前
神
さ
ん
か
ら
ザ
ッ
ク

中
の
不
要
品
な
ど
を
出
し
て
負
担
軽
減
す
る
よ
う
に

と
の
声
が
か
か
り
、
お
言
葉
に
甘
え
て
雨
具
等
若
干

の
荷
物
を
出
し
て
お
願
い
し
た
。 

小
屋
を
出
発
し
て
３
ピ
ッ
チ
ひ
た
す
ら
下
っ
て
、

1
5
:4

3

に
新
築
の
広
河
原
山
荘
に
到
着
し
た
。 

事
故
を
起
こ
し
た
と
は
言
え
、
仲
間
の
協
力
で
何

と
か
自
力
で
バ
ス
に
乗
れ
る
地
点
ま
で
帰
着
し
た
こ

と
に
大
い
に
安
堵
し
た
。
針
葉
樹
会
の
同
行
の
仲
間

に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。 

 

夕
食
は
ロ
ビ
ー
横
の
ラ
ウ
ン
ジ
的
な
場
所
で
サ
ー

ブ
さ
れ
た
が
、
山
小
屋
と
言
う
よ
り
、
ホ
テ
ル
ラ
イ

ク
な
一
ラ
ン
ク
上
の
ス
ペ
ー
ス
と
の
感
じ
で
あ
っ

た
。 

 10
／
２ 

快
晴 

南
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
に
向
い
、
係
員
か
ら
清
水
准

一
館
長
の
ご
厚
意
に
よ
る
無
料
入
場
券
を
受
け
取
っ

て
入
館
し
た
。
後
続
の
学
生
含
め
て
全
員
揃
っ
た
と

こ
ろ
で
、「
針
葉
樹
文
庫
」
に
つ
い
て
の
解
説
な
ど
を

中
村
さ
ん
、
竹
中
で
行
い
、
今
後
の
文
庫
管
理
に
つ

い
て
山
岳
部
員
の
継
続
的
な
協
力
を
依
頼
し
た
。 

そ
の
後
清
水
館
長
の
挨
拶
を
受
け
、
同
氏
の
解
説

を
含
め
て
北
岳
関
連
の
短
編
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
。

全
て
が
終
っ
た
所
で
館
の
前
で
記
念
撮
影
を
行
っ
て

解
散
し
、
懇
親
会
場
で
あ
る
隣
接
の
「
白
雲
荘
」
に

移
動
し
た
。
懇
親
会
は
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
で

も
あ
る
清
水
准
一
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
乾
杯
後

に
「
白
雲
荘
」
が
準
備
し
た
料
理
、
参
加
者
全
員
の

コ
メ
ン
ト
を
肴
に
和
や
か
に
進
行
し
た
。 

翌
日
整
形
外
科
を
受
診
し
た
が
軽
度
の
肋
骨
骨
折

だ
っ
た
が
、
結
局
診
療
終
了
宣
言
は
12
／
７
ま
で
長

引
い
た
。 

（
２
０
２
２
．
12
．
28 

記
） 

 

 

 小
太
郎
山
（
小
太
郎
尾
根
往
復
） 

 

中
村 

雅
明
（
１
９
６
８
年
卒
） 

 

小
太
郎
尾
根
に
つ
い
て
は
金
子
晴
彦
（
１
９
７
１

年
卒
）
さ
ん
の
「
小
太
郎
尾
根
往
復
」
２
０
１
５
．

９
．（
注
１
）
の
素
晴
ら
し
い
写
真
と
秀
逸
な
記
述
を

読
ん
で
、
北
岳
に
登
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
訪
れ

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

９
月
30
日
、
小
太
郎
尾
根
分
岐
か
ら
小
太
郎
山
ま

で
の
小
太
郎
尾
根
、
そ
の
後
ろ
に
は
甲
斐
駒
の
雄
姿

が
見
え
ま
し
た
。
期
待
し
た
通
り
の
好
ま
し
い
小
太

郎
尾
根
で
す
。
明
日
の
期
待
に
胸
弾
み
ま
し
た
。 

10
月
１
日
、
早
朝
北
岳
登
頂
後
、
白
根
御
池
小
屋

へ
下
る
Ｓ
Ｓ
隊
６
名
と
小
太
郎
尾
根
分
岐
で
別
れ
、

一
人
、
小
太
郎
山
に
向
か
い
ま
し
た
（8

:30

）。 

コ
ー
ス
タ
イ
ム
は
行
き
１
時
間
20
分
、
帰
り
１
時

間
30
分
で
す
。
最
低
部
の
先
の
小
ピ
ー
ク
（
２
６
４

６
ｍ
）
で
小
憩
し
た
後
、9

:54

小
太
郎
山
に
到
着
。

分
岐
か
ら
１
時
間
24
分
、
ほ
ぼ
コ
ー
ス
タ
イ
ム
で
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す
。
一
部
不
明
瞭
な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
が
だ
い
た

い
稜
線
沿
い
の
道
で
し
た
。
頂
上
は
無
人
、
静
け
さ

と
大
展
望
を
独
り
占
め
し
ま
し
た
。
北
の
方
向
に
は

ア
サ
ヨ
峰
、
そ
の
後
ろ
に
甲
斐
駒
が
頭
を
出
し
て
い

ま
す
。
西
の
方
向
に
仙
丈
岳
が
ど
っ
し
り
と
聳
え
ま

す
。
来
た
方
向
に
は
北
岳
が
聳
え
、
圧
倒
的
な
迫
力

で
す
。 

頂
上
に
20
分
程
滞
在
し1

0
:18

発
。
帰
路
は
か
な

り
息
を
切
ら
し
、11

:4
0

分
に
小
太
郎
尾
根
分
岐
に

戻
り
ま
し
た
。
帰
り
に
は
小
太
郎
山
に
向
か
う
親
子

づ
れ
２
人
、
単
独
行
１
人
と
す
れ
違
い
ま
し
た
。
往

復
３
時
間
10
分
で
し
た
。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
を
超
過
し

ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
往
復
行
で
し
た
。 

（
注
１
） 

本
山
行
は
金
子
さ
ん
が
藤
原
朋
信
（
１
９

６
９
年
卒
）
さ
ん
に
同
行
し
た
も
の
で
す
。 

 

北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
第
４
尾
根
を
足
掛
け
７
年
で

ト
レ
ー
ス
し
た
後
の
延
長
山
行
で
す
。
往
復
２
時

間
20
分
の
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
す
。 

の
『
国
内
山

行
報
告
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 北
岳
・
間
ノ
岳 

山
行 

 

大
矢 

和
樹
（
２
０
１
８
年
卒
） 

 期
間
；
２
０
２
２
年
10
月
１
日
―
10
月
２
日 

メ
ン
バ
ー
；
大
矢
和
樹
（
単
独
） 

行
程
； 

２
０
２
２
年
10
月
１
日 

快
晴 

1
1
:3

0
 

広
河
原 

― 1
3
:0

0
 

白
根
御
池
小
屋 

２
０
２
２
年
10
月
２
日 

快
晴 

2
:55

 

白
根
御
池
小
屋 

― 
3
:50

 

北
岳
肩
の
小

屋
― 

4
:1

5
 

北
岳
（
休
憩
15
分
）
― 

5
:2

0
 

中

白
根
山 

― 
6
:00

 

間
ノ
岳
（
休
憩
20
分
）
― 

6
:55

 

中
白
根
山 

― 
7
:5

5
 

北
岳
（
休
憩
20
分
）

― 
9
:2

0
 

白
根
御
池
小
屋
（
休
憩
、
撤
収
40
分
）

― 
1
1:05

 

白
根
御
池
小
屋 

直
前
ま
で
仕
事
の
状
況
が
読
め
な
か
っ
た
た
め
、

山
岳
部
創
部
１
０
０
周
年
登
山
へ
の
正
式
参
加
表
明

は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
直
前
に
類
似
の
ル
ー
ト
を
辿
る
こ

と
を
も
っ
て
急
遽
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
北
岳
し

2023.10.1 小太郎山へ向かう中村 撮影：川名真理 

2023.10.1 小太郎尾根から北岳 撮影：中村雅明 
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か
登
山
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
晴
れ
た
１

泊
２
日
登
山
と
し
て
は
あ
ま
り
に
勿
体
な
い
の
で
、

２
日
の
12
時
広
河
原
発
の
バ
ス
に
必
ず
乗
ら
な
い

と
い
け
な
い
制
約
は
あ
り
つ
つ
、
一
人
、
間
ノ
岳
往

復
を
試
み
た
。
１
日
目
は
朝
自
宅
か
ら
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
広
河
原
着
は
11
時
を

過
ぎ
て
し
ま
い
、
こ
の
時
点
で
テ
ン
ト
場
が
狭
い
肩

の
小
屋
ま
で
登
山
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
め
（
肩
の
小

屋
ま
で
行
っ
て
も
ま
と
も
な
テ
ン
ト
場
が
開
い
て
い

な
い
可
能
性
が
高
い
）、
大
変
短
い
が
白
根
御
池
小
屋

ま
で
の
登
山
と
し
た
。
し
か
し
、
１
日
目
に
白
根
御

池
小
屋
ま
で
し
か
到
達
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

間
ノ
岳
ま
で
往
復
し
、
12
時
の
バ
ス
に
間
に
合
わ
せ

る
た
め
に
は
、
休
憩
な
し
で
常
に
コ
ー
ス
タ
イ
ム
の

７
割
の
ペ
ー
ス
、
テ
ン
ト
撤
収
時
間
や
休
憩
も
考
え

る
と
６･

５
割
の
ペ
ー
ス
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
間
ノ
岳
に6

:50

ま

で
に
到
達
で
き
な
け
れ
ば
引
き
返
す
こ
と
に
し
た
。 

結
果
的
に
は
、
１
日
目
に
相
当
体
力
を
温
存
で
き
、

標
高
の
低
い
白
根
御
池
小
屋
に
荷
物
の
大
半
を
置
け

た
こ
と
か
ら
、
予
定
を
遥
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
登

る
こ
と
が
で
き
、
悠
々
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
特
に
白
根
御
池
小
屋
か
ら
肩
の
小
屋
ま
で
の
「
草

す
べ
り
エ
リ
ア
」
は
登
り
も
下
り
も
コ
ー
ス
タ
イ
ム

の
４
割
台
前
半
で
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ

で
の
時
間
短
縮
が
全
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
要
因
と

な
っ
た
。
２
０
２
２
年
は
学
生
時
代
も
含
め
、
こ
れ

ま
で
で
最
も
登
山
し
た
年
で
あ
っ
た
が
、
登
山
回
数

の
増
加
に
よ
る
体
力
増
強
も
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。 

北
岳
は
部
員
時
代
に
登
っ
て
以
来
、
久
々
だ
っ
た
。

当
時
と
比
べ
て
も
現
在
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
体
力
が

あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
っ
た
と
感
じ
る
。
今
後
も

体
力
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

登
り
に
行
け
た
ら
よ
い
と
感
じ
た
。 

 

 

 白
峰
三
山 

山
行
記
録 

 

下
西
ノ
園 

尚
樹
（
経
２
） 

 期
間
；
２
０
２
２
年
９
月
30
日
～
10
月
２
日 

メ
ン
バ
ー
； 

 

半
澤
凌
平
（
社
４
、
Ｃ
Ｌ
／
装
備
）、
下
西
ノ
園
尚

樹
（
経
２
、
Ｓ
Ｌ
／
記
録
）、
吉
川
昌
希
（
社
１
、

食
料
） 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

【
９
／
30
】 

快
晴 

８
．
３
㎞
（
登
り
１
１
５
０
ｍ

／
下
り
２
５
４
ｍ
） 

奈
良
田
バ
ス
停

1
3
:1

0-
--

14
:10

大
門
沢
登
山
道

入
口-

-
-1

6:08

大
門
沢
小
屋
（
泊
） 

【
10
／
１
】 

快
晴 

11
．
９
㎞
（
登
り
２
２
４
３

ｍ
／
下
り
９
７
１
ｍ
） 

大
門
沢
小
屋0

4
:2

6-
--

08
:05

農
鳥
岳0

8
:3

4-
-- 

0
8
:57

西
農
鳥
岳

09
:26

--
-0

9
:53

農
鳥
小
屋

-
-
-1

1:15

間ﾉ

岳

1
1
:5

0-
--

12
:54

北
岳
山
荘

1
3
:5

3-
--

14
:58

北
岳1

5:21
--

-1
5:4

0

肩
ノ
小
屋

（
泊
） 

【
10
／
２
】 

快
晴 

４
．
５
㎞
（
登
り
44
ｍ
／
下

り
１
５
１
３
ｍ
） 

肩
ノ
小
屋

0
5
:00

--
-0

6
:38

白
根
御
池
小
屋

2023.10.2 北岳（間ノ岳から）  
撮影：大矢和樹 
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0
7
:0

4-
--

08
:25

広
河
原
＝
＝
＝
芦
安
（
解
散
） 

 ☆
行
動
と
感
想 

今
回
は
三
人
で
、
白
峰
三
山
を
二
泊
三
日
で
縦
走

し
た
。
パ
ー
テ
ィ
は
４
年
の
Ｃ
Ｌ
半
澤
、
２
年
の
Ｓ

Ｌ
下
西
ノ
園
と
１
年
の
吉
川
で
構
成
さ
れ
る
。 

初
日
は
ま
ず
登
山
口
の
奈
良
田
か
ら
、
大
門
沢
小

屋
ま
で
登
る
行
程
だ
っ
た
。
中
央
線
の
遅
延
に
よ
り

奈
良
田
の
登
山
口
に
到
着
し
た
の
が
予
定
よ
り
も
２

時
間
遅
れ
の
12
時
半
ご
ろ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

コ
ー
ス
タ
イ
ム
で
は
小
屋
着
が
17
時
と
、
日
の
入
り

が
18
時
前
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
遅
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
仕
方
な
い
。
今
回
の
山
行
で
は
地
形

図
も
持
参
し
た
が
基
本
的
に
ル
ー
ト
を
探
す
の
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
。
Ｃ
Ｌ
の
半
澤
の
み
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

オ
ン
に
し
て
い
た
が
、
緊
急
時
に
備
え
て
Ｓ
Ｌ
で
あ

る
自
分
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
で
き
る
状
態
に
し
て
お
く

べ
き
と
感
じ
た
。
特
に
大
門
沢
を
上
が
る
ル
ー
ト
は
、

登
山
者
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
迷
い
や
す
い
箇
所

も
あ
っ
た
た
め
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
。
奈
良
田
の
バ

ス
停
か
ら
１
時
間
ほ
ど
歩
く
と
登
山
道
の
入
り
口
に

到
着
し
た
。
登
山
道
は
基
本
的
に
沢
に
沿
っ
て
い
て

砂
防
ダ
ム
の
脇
を
何
度
か
通
過
し
、
小
屋
に
は
16
時

頃
到
着
し
た
。
初
日
は
距
離
も
長
く
は
な
い
た
め
、

小
屋
ま
で
す
ぐ
に
到
着
し
疲
労
も
あ
ま
り
感
じ
な

か
っ
た
。
到
着
後
は
す
ぐ
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
、
夕

飯
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
米
は
コ
ッ
ヘ
ル
を

使
っ
て
炊
い
た
が
成
功
し
た
。
一
年
の
吉
川
の
水
の

配
分
が
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
メ
イ
ン
は
プ
ル
コ

ギ
で
肉
と
カ
ッ
ト
し
た
野
菜
を
炒
め
た
。
火
が
通
る

の
に
時
間
が
か
か
る
た
め
特
に
野
菜
の
カ
ッ
ト
は
小

さ
目
が
よ
い
。
ま
た
油
と
調
味
料
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
大
門
沢
小
屋
は
水
が
豊
富
で
あ
り
、
持

参
し
た
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
翌
日
分
の
給
水
を

行
っ
た
。
今
回
の
山
行
で
は
銀
マ
ッ
ト
を
持
参
し
な

か
っ
た
た
め
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
の
は
ス
リ
ー
ピ

ン
グ
マ
ッ
ト
の
み
だ
っ
た
。
多
少
地
面
の
凹
凸
を
感

じ
た
が
快
適
性
に
は
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
。
到
着

の
遅
れ
も
考
慮
し
て
翌
日
の
起
床
時
刻
は
30
分
遅

ら
せ
て
３
時
に
す
る
こ
と
に
し
て
就
寝
し
た
。 

二
日
目
は
一
日
を
通
し
て
快
晴
だ
っ
た
。
ま
ず
反

省
と
し
て
起
床
が3

:20

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分

が
ア
ラ
ー
ム
を
他
人
任
せ
に
し
て
し
ま
っ
た
の
が
問

題
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
問
題
な
く
準
備
を
済
ま
せ

4
:20

に
小
屋
を
出
発
し
た
。
日
の
出
前
の
た
め
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
進
ん
だ
が
、
何
度
か
道
を
間

違
え
て
し
ま
い
そ
の
度
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
確
認
し
た
。
特

に
一
度
は
沢
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
注
意
し

た
い
。
稜
線
ま
で
は
険
し
い
上
り
が
続
き
、
３
時
間

で
大
門
沢
分
岐
点
ま
で
到
達
し
た
。 

そ
こ
か
ら
30
分
ほ
ど
上
る
と
一
つ
目
の
ピ
ー
ク

農
鳥
岳
山
頂
に
到
着
し
た
。
雲
ひ
と
つ
な
く
景
観
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
次
に
登
る
間
ノ
岳
、
北
岳
を
確

認
し
な
が
ら
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
縦
走
の
面
白

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
長
い
道
の
り
に
呆
れ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
次
に
一
時
間
弱
か
け

て
西
農
鳥
岳
へ
と
向
か
っ
た
の
だ
が
、
ど
の
ピ
ー
ク

も
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
大
き
い
印
象
を
抱
い
た
。
農
鳥

小
屋
で
休
憩
を
挟
み
、
間
ノ
岳
山
頂
に
向
け
て
早
い

ペ
ー
ス
で
登
っ
て
い
っ
た
。
山
行
後
に
振
り
返
る
と

間
ノ
岳
の
登
り
が
一
番
き
つ
か
っ
た
と
パ
ー
テ
ィ
の

全
員
が
思
っ
て
い
た
。 

一
度
山
の
中
腹
で
休
憩
を
挟
み
間
ノ
岳
山
頂
に
は

1
1
:2

0

に
到
着
し
た
。
全
員
が
疲
労
を
感
じ
て
い
た

の
で
、
間
ノ
岳
を
下
り
北
岳
山
荘
で
長
め
の
休
憩
を

取
る
こ
と
を
決
め
た
。
山
荘
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を

購
入
し
て
食
べ
、
疲
労
は
多
少
回
復
し
た
と
思
う
が
、

北
岳
山
荘
に
宿
泊
し
翌
日
北
岳
に
登
る
の
が
体
力
的

に
は
ベ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

小
一
時
間
の
休
憩
を
挟
み
、15

:00

に
北
岳
山
頂

に
到
着
し
た
。
山
頂
で
本
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
た
ま
た

ま
合
流
し
記
念
撮
影
を
し
た
。
出
発
が
遅
れ
、
途
中

長
め
の
休
憩
を
と
り
は
し
た
も
の
の
当
初
の
予
定
時

刻
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
肩
の
小
屋
は
混
雑

し
て
い
た
た
め
テ
ン
ト
を
張
る
の
に
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
が
な
か
っ
た
。
テ
ン
ト
の
下
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い

て
銀
マ
ッ
ト
も
な
か
っ
た
た
め
寝
心
地
は
あ
ま
り
よ

く
な
か
っ
た
。
ま
た
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
て
い
て
も
想

像
し
て
い
た
以
上
に
寒
か
っ
た
。
夏
用
の
シ
ュ
ラ
フ

で
は
少
し
寒
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
夕
食
を
摂
っ
て
か

ら
す
ぐ
に
就
寝
し
、
残
り
の
行
程
は
下
り
の
み
だ
っ
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た
の
で
翌
朝
は
、
４
時
に
起
床
し
た
。
そ
し
て
最
終

的
に
広
河
原
に
は
９
時
ご
ろ
に
到
着
し
た
。 

天
気
も
よ
く
非
常
に
気
持
ち
の
良
い
縦
走
路
だ
っ

た
。
今
後
も
積
極
的
に
縦
走
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。 

 

 

 北
岳
集
中
登
山
記
録
（
学
生
Ａ
隊
） 

 

佐
々
木 
豪
（
修
１
） 

 期
間
；
２
０
２
２
年
10
月
１
日
～
２
日 

メ
ン
バ
ー
；
佐
々
木
（
修
１
）
、
関
（
法
２
）
、
清
水

慧
（
社
１
）、
谷
津
（
Ｏ
Ｂ
） 

 10
月
１
日 

天
気
：
快
晴 

今
回
の
北
岳
登
山
は
通
常
の
山
行
と
異
な
り
山
岳

部
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、
Ｏ
Ｂ
と
学
生

が
多
数
参
加
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
は
複

数
に
分
か
れ
て
お
り
、
下
山
後
に
全
員
が
合
流
す
る

プ
ラ
ン
だ
っ
た
。
我
々
の
パ
ー
テ
ィ
構
成
に
は
学
生

３
人
と
Ｏ
Ｂ
谷
津
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。
ル
ー
ト
は
広

河
原
か
ら
北
岳
山
頂
の
ピ
ス
ト
ン
で
、
途
中
の
肩
の

小
屋
で
幕
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

学
生
は
甲
府
駅
で
集
合
し
、
そ
こ
に
谷
津
さ
ん
も

合
流
し
た
。
天
候
は
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
で
、
日
差

し
が
強
く
、
き
つ
い
登
り
で
は
汗
が
よ
く
出
た
。
９

時
ご
ろ
バ
ス
で
広
河
原
に
つ
き
、
登
る
前
に
学
生
隊

を
Ａ
Ｂ
二
隊
に
分
割
し
て
、
我
々
Ａ
隊
は
先
行
し
て

上
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

広
河
原
か
ら
の
登
り
始
め
は
樹
林
帯
の
長
い
道
が

続
く
。
こ
の
辺
り
は
日
陰
や
沢
が
あ
り
、
気
温
が
上

が
っ
て
い
く
な
か
で
も
少
し
の
清
涼
感
が
あ
り
、
気

持
ち
の
い
い
登
り
で
あ
っ
た
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

で
か
つ
晴
天
の
週
末
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
登
山

客
は
多
か
っ
た
。
自
分
た
ち
と
同
じ
ル
ー
ト
で
上
る

人
も
下
り
て
く
る
人
も
お
り
、
多
く
の
人
と
す
れ

違
っ
た
。
今
回
の
山
行
で
は
ほ
と
ん
ど
の
道
で
、
自

分
が
先
頭
を
歩
い
た
。
最
初
か
ら
や
や
速
い
ペ
ー
ス

で
歩
い
た
た
め
、
後
発
の
Ｂ
隊
と
差
が
つ
い
て
し

ま
っ
た
。 

11
時
ご
ろ
白
根
御
池
小
屋
に
到
着
し
少
し
休
憩

を
と
っ
た
。
そ
こ
で
前
日
か
ら
山
に
入
っ
て
い
た
Ｏ

Ｂ
の
方
と
も
会
い
、
Ｏ
Ｂ
パ
ー
テ
ィ
の
状
況
な
ど
を

聞
い
た
。
白
根
御
池
小
屋
に
つ
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

か
な
り
混
雑
し
て
お
り
、
肩
の
小
屋
も
混
雑
し
て
い

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
Ｂ
隊
を
待
つ
こ
と
な

く
出
発
し
た
。 

草
す
べ
り
の
登
り
は
や
は
り
き
つ
く
、
気
温
も
あ

が
っ
た
の
で
体
力
を
か
な
り
消
費
し
た
。
登
り
切
っ

た
稜
線
上
で
は
抜
群
の
景
色
を
拝
む
こ
と
が
で
き

た
。
14
時
半
ご
ろ
に
肩
の
小
屋
に
着
く
と
、
か
な
り

の
数
の
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
お
り
、
予
想
通
り
に
多

く
の
人
が
泊
ま
っ
て
い
た
。
我
々
が
小
屋
に
つ
い
た

少
し
後
に
Ｂ
隊
の
淺
香
（
経
２
）
が
我
々
に
追
い
つ

い
て
き
て
、
Ｂ
隊
で
体
調
不
良
者
が
出
た
た
め
に
白

根
御
池
小
屋
で
幕
営
す
る
と
の
報
告
を
聞
い
た
。

我
々
は
登
山
道
の
近
く
に
何
と
か
一
張
り
は
れ
る
場

所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
少
し
到
着
時

間
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
テ
ン
ト
適
地
を
探
す
の

に
も
っ
と
苦
労
し
た
か
も
し
れ
な
い
。 

テ
ン
ト
を
設
営
し
少
し
休
憩
し
た
の
ち
、
谷
津
さ

ん
の
提
案
で
北
岳
の
山
頂
に
上
る
こ
と
に
し
た
。
山

頂
周
辺
は
目
で
見
て
い
る
よ
り
も
長
く
、
岩
が
ち
な

道
だ
っ
た
の
で
、
空
身
で
上
っ
た
が
や
や
疲
れ
る
登

り
だ
っ
た
。
我
々
が
山
頂
に
到
達
し
た
時
点
で
他
に

も
何
人
か
の
登
山
客
が
お
り
、
山
頂
は
少
し
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
我
々
の
ル
ー
ト
と
は
逆

の
農
鳥
岳
方
面
か
ら
登
っ
て
い
た
半
澤
（
社
４
）
の

パ
ー
テ
ィ
も
お
り
、
期
せ
ず
し
て
山
頂
と
い
う
考
え

う
る
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
合
流
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

そ
の
日
の
夕
食
後
は
、
夕
焼
け
が
き
れ
い
だ
っ
た
。

谷
津
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ウ
イ
ス
キ
ー
も
と
て
も
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
た
。 

 10
月
２
日 

快
晴 

４
時
半
ご
ろ
に
起
床
し
、
も
う
一
度
北
岳
の
山
頂

を
目
指
し
た
。
私
自
身
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
忘
れ
て

し
ま
い
、
テ
ン
ト
で
留
守
番
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
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た
。
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
が
山
頂
に
の
ぼ
っ
て
い
る
あ

い
だ
に
、
半
澤
の
パ
ー
テ
ィ
は
テ
ン
ト
を
撤
収
し
、

我
々
よ
り
も
先
に
下
山
し
て
い
っ
た
。 

テ
ン
ト
を
撤
収
し
下
山
を
開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
Ｂ
隊
が
登
っ
て
き
た
の
で
、
彼
ら
の
状
況
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
話
で
は
体
調
不
良
に
な
っ
て

い
た
メ
ン
バ
ー
は
回
復
し
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
少
し
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

８
時
ご
ろ
に
白
根
御
池
小
屋
に
帰
着
し
、
テ
ン
ト

で
休
ん
で
い
る
と
い
う
体
調
不
良
の
メ
ン
バ
ー
の
様

子
を
見
よ
う
と
し
た
が
、
テ
ン
ト
が
多
く
、
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
時
間
を
空
費
す

る
の
も
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
て
、
下
山
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
、
山
頂
に
上
る
Ｂ
隊

を
白
根
御
池
小
屋
で
待
っ
て
か
ら
、
下
山
し
た
ほ
う

が
安
全
面
で
は
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

９
時
半
ご
ろ
に
広
河
原
に
到
着
で
き
た
。
広
河
原

山
荘
付
近
で
は
学
生
・
Ｏ
Ｂ
が
バ
ス
待
ち
な
ど
し
て

お
り
、
彼
ら
と
無
事
に
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

バ
ス
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
か
ら
Ｂ
隊
も
広
河

原
に
到
着
し
て
何
と
か
間
に
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

今
回
の
山
行
は
快
晴
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
気
持
ち

の
い
い
登
山
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
１
０
０
周
年

を
祝
う
登
山
と
し
て
は
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
体
調
不
良
者
が

出
た
パ
ー
テ
ィ
を
当
事
者
た
ち
に
任
せ
っ
き
り
に
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
反
省
す
る
べ
き
点
だ
と
考
え

る
。
今
回
は
事
故
な
ど
が
起
き
な
か
っ
た
の
で
、
よ

か
っ
た
が
今
後
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
今
回

は
体
力
の
あ
る
パ
ー
テ
ィ
を
先
行
さ
せ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
後
発
の
パ
ー
テ
ィ
と
の
連
絡
が
疎
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
複
数
の
パ
ー
テ
ィ
に
分
割
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
後
発
パ
ー
テ
ィ
に
体
力
の
あ
る

メ
ン
バ
ー
を
加
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
反

省
点
が
あ
り
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
は
満
足
の
い

く
登
山
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

 

 北
岳
集
中
登
山
記
録
（
学
生
Ｂ
隊
） 

 

淺
香 

俊
敬
（
経
２
） 

 メ
ン
バ
ー
（
Ｃ
Ｌ
は
Ａ
隊
） 

 

淺
香
俊
敬
（
経
２
／
Ｓ
Ｌ
）、
田
村
健
（
社
１
／
装

備
）
、
重
岡
諒
（
社
２
／
食
事
）、
亀
井
奏
良
（
経

１
／
食
事
） 

期
間
；
２
０
２
２
年
10
月
１
日
～
２
日 

コ
ー
ス
タ
イ
ム
； 

【
10
／
１
】 

快
晴 

距
離
６
㎞
、
登
り
１
２
６
３

ｍ
、
下
り
５
３
７
ｍ 

広
河
原9

:10
--

-1
1
:30

白
根
御
池
小
屋1

1
:5

5-
-- 

1
2
:2

0

草
す
べ
り
途
中
（12

:30
--

-

淺
香
連
絡

-
-
-1

3:40

北
岳
肩
の
小
屋1

3
:5

0-
--

1
4:30

）
草
す

べ
り
途
中1

4
:4

0-
--

15
:10

白
根
御
池
小
屋
（
泊
） 

【
10
／
２
】
快
晴 

距
離
９
㎞
、
登
り
９
５
７
ｍ
、

下
り
１
６
８
３
ｍ 

4
:0

0

白
根
御
池
小
屋5

:00
--

-6
:40

北
岳
肩
の
小

屋6
:50

--
-7

:2
0

北
岳
山
頂7

:5
5-

--
9
:3

0

白
根
御

池
小
屋1

0
:1

5-
--

11
:5

0

広
河
原12

:00
==

=1
3
:0

0

芦
安
（
解
散
） 

 行
動
と
感
想 

こ
の
山
行
の
反
省
点
は
分
隊
を
作
る
際
の
連
絡
方

法
と
行
動
予
定
の
周
知
を
ど
う
す
る
か
、
に
あ
る
が
、

そ
れ
は
後
述
す
る
。 

Ｂ
隊
は
Ａ
隊
出
発
の
数
分
後
に
広
河
原
を
出
発
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
宿
泊
山
行
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り

遅
め
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
た
た
め
、
先
発
隊
と
２
０
分

ほ
ど
の
差
が
つ
い
た
状
態
で
白
根
御
池
小
屋
に
到
着

し
た
。
小
屋
で
は
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
少
し
お
話
を
し
て

か
ら
肩
の
小
屋
へ
と
出
発
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
急
登

は
あ
っ
た
が
特
に
問
題
な
く
登
る
こ
と
が
出
来
た
。 

問
題
が
起
き
た
の
は
白
根
御
池
を
出
発
し
て
30

分
ほ
ど
歩
き
２
０
０
ｍ
ほ
ど
さ
ら
に
標
高
を
稼
い
だ

頃
で
あ
っ
た
。
亀
井
君
が
頭
痛
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

彼
は
部
室
の
前
泊
に
来
る
の
が
遅
め
だ
っ
た
上
に
電

車
と
バ
ス
の
中
で
も
読
書
し
て
い
た
た
め
寝
不
足
に

な
っ
て
お
り
、
高
山
病
が
疑
わ
れ
た
。
登
山
隊
が
自

分
た
ち
だ
け
で
あ
れ
ば
間
違
い
な
く
白
根
御
池
へ
の
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撤
退
を
決
め
て
い
た
が
、
連
絡
手
段
の
乏
し
い
Ａ
隊

が
先
行
し
て
お
り
、
引
き
返
す
場
合
は
誰
か
が
急
い

で
連
絡
に
行
く
必
要
が
あ
っ
た
。
結
局
以
前
登
っ
た

経
験
が
あ
る
淺
香
一
人
で
Ａ
隊
を
追
い
か
け
「
白
根

御
池
へ
と
引
き
返
す
」と
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
こ

こ
で
引
き
返
す
こ
と
を
決
定
し
た
は
ず
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
を
周
知
出
来
て
い
な
か
っ
た
た
め
残
り
の

三
人
が
亀
井
君
の
回
復
後
に
再
び
登
り
始
め
て
し

ま
っ
た
）。 

少
し
の
水
と
食
料
を
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
忍
ば
せ
て

Ａ
隊
と
の
間
の
往
復
を
試
み
た
が
、
結
局
追
い
つ
い

た
の
は
肩
の
小
屋
で
あ
っ
た
。
白
根
御
池
で
泊
ま
る

旨
を
伝
え
た
後
、
先
発
隊
に
水
と
行
動
食
を
少
し
だ

け
貰
っ
て
Ｂ
隊
へ
と
戻
っ
た
。
登
り
で
す
れ
違
っ
た

人
と
再
度
す
れ
違
い
つ
つ
道
を
下
る
と
、
自
分
が
単

独
行
動
を
開
始
し
た
地
点
よ
り
上
で
Ｂ
隊
の
残
り
と

合
流
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
亀
井
君
が
回

復
し
た
た
め
に
肩
の
小
屋
ま
で
行
く
こ
と
が
可
能
だ

と
判
断
し
、
淺
香
の
荷
物
を
代
わ
る
代
わ
る
持
ち
な

が
ら
登
っ
て
き
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
連
絡
に
走
っ
て

い
る
人
が
承
知
し
て
い
な
い
上
に
メ
ン
バ
ー
の
体
力

を
す
り
減
ら
す
悪
手
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ

は
白
根
御
池
に
引
き
返
す
決
定
を
十
分
に
理
解
し
て

も
ら
う
前
に
出
発
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
場
合
は
待
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
動
か

な
い
の
が
鉄
則
で
あ
る
。 

合
流
し
て
か
ら
は
下
り
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

30
分
ほ
ど
で
白
根
御
池
に
到
着
し
た
。
す
ぐ
に
空
い

て
い
る
場
所
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
日
の
沈
ま
な
い
う

ち
に
夕
食
を
作
っ
た
。
Ｂ
隊
は
無
事
調
理
出
来
た
が
、

Ａ
隊
は
一
部
の
炊
事
道
具
が
足
り
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
り
、
そ
こ
は
隊
が
分
か
れ
て
テ
ン
場
に
泊
ま
っ
た

こ
と
が
原
因
だ
。
ま
た
、
こ
こ
で
翌
日
は
４
時
起
床

５
時
出
発
で
亀
井
君
を
除
く
三
人
が
山
頂
へ
行
く
こ

と
を
決
定
し
た
（
亀
井
君
も
体
調
次
第
で
参
加
す

る
）。 

 

２
日
は5

:00

に
三
人
で
出
発
し
た
。
亀
井
君
は
体

調
に
は
問
題
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
が
大
事
を
取
っ

て
白
根
御
池
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後

は
空
荷
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
問
題
な
く
、
道
中

で
別
の
隊
と
す
れ
違
い
つ
つ

7
:20

頃
に
山
頂
に
到

着
し
た
。
周
囲
全
て
を
見
渡
せ
る
晴
天
で
あ
っ
た
が
、

個
人
的
に
は
近
傍
の
山
の
眺
め
よ
り
も
別
の
登
山
者

が
掲
げ
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
旗
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
思
え
ば
道
中
で
は
カ
ナ
ダ
人
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
と
も
す
れ
違
っ
た
の
で
か
な
り
国
際
的
な
山
で

あ
っ
た
。 

そ
の
後
は
白
根
御
池
に
戻
っ
て
テ
ン
ト
を
撤
収

し
、
広
河
原
ま
で
下
っ
た
。
下
山
後
の
懇
親
会
に
間

に
合
わ
な
い
こ
と
も
覚
悟
し
て
い
た
が
、
会
に
間
に

合
う
最
後
の
便
が
出
発
す
る
ギ
リ
ギ
リ
に
滑
り
込
み

で
下
山
し
、
乗
車
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

今
回
は
隊
を
分
け
る
場
合
の
連
絡
手
段
を
ど
う
す

る
か
が
課
題
だ
と
思
う
。
今
後
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

を
買
っ
た
り
、
先
発
隊
と
後
発
隊
の
合
流
地
点
を
こ

ま
め
に
設
定
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
る
よ
う
に
し
た

い
。 

 

 

 一
橋
山
岳
部
１
０
０
周
年
記
念 

 
 

北
岳
集
中
登
山 

 

小
島 

和
人
（
１
９
６
５
年
卒
） 

 

創
部
１
０
０
周
年
記
念
に
北
岳
集
中
登
山
を
や
ろ

う
と
い
う
案
は
４
年
ほ
ど
前
に
出
た
。
最
初
は
80
歳

後
半
で
も
山
歩
き
を
し
て
お
ら
れ
た
、
尊
敬
す
る
佐

薙
先
輩
が
90
歳
に
な
っ
て
も
登
山
を
続
け
て
お
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
で
、
必
要
な
ら
途
中
に
テ

ン
ト
も
準
備
し
て
、
日
数
を
掛
け
て
で
も
佐
薙
さ
ん

を
中
心
に
し
て
北
岳
に
登
り
百
周
年
を
祝
お
う
と
シ

ニ
ア
針
葉
樹
会
員
の
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
。 

し
か
し
２
０
２
０
年
か
ら
憎
き
コ
ロ
ナ
が
始
ま

り
、
３
年
間
規
制
の
か
か
っ
た
日
々
が
続
き
、
最
初

は
山
小
屋
も
全
て
自
主
規
制
を
実
施
し
た
。
登
山
は

な
か
な
か
困
難
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
20
年
21
年

と
も
夏
に
シ
ニ
ア
仲
間
で
蓼
科
山
・
黒
姫
山
と
登
れ

た
。
そ
の
と
き
は
、
コ
ロ
ナ
が
怖
く
て
佐
薙
さ
ん
を
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誘
う
の
は
控
え
た
。 

そ
し
て
22
年
、
年
初
か
ら
私
は
狭
窄
症
か
ら
く
る

坐
骨
神
経
痛
に
悩
ん
で
い
て
、
集
中
登
山
を
検
討
す

る
時
期
に
な
っ
て
も
、
自
身
の
体
調
が
は
っ
き
り
せ

ず
、
企
画
の
具
体
化
は
針
葉
樹
会
の
若
手
幹
部
の
皆

さ
ん
に
任
せ
る
よ
り
他
な
か
っ
た
。
佐
薙
さ
ん
を
誘

う
こ
と
も
躊
躇
し
て
い
た
。
同
行
を
期
待
し
て
い
た

本
間
さ
ん
も
６
月
の
時
点
で
足
の
調
子
が
悪
く
靴
を

履
け
な
い
状
態
と
の
事
で
、
お
先
真
っ
暗
だ
っ
た
。 

そ
れ
が
７
月
上
京
し
た
小
野
さ
ん
半
場
さ
ん
と
国

立
で
飲
ん
で
、
次
の
日
、
本
間
さ
ん
も
誘
っ
て
高
尾

山
に
登
っ
て
み
た
。
た
っ
た
２
０
０
ｍ
ぐ
ら
い
の
高

度
差
だ
っ
た
が
歩
い
て
登
れ
た
。
そ
こ
で
初
め
て
本

間
さ
ん
と
集
中
登
山
に
参
加
す
る
こ
と
を
話
し
合
っ

た
。
そ
れ
で
も
具
体
的
参
加
表
明
が
出
来
ず
、
同
様

の
身
体
状
態
に
あ
る
佐
藤
久
さ
ん
を
誘
い
、
用
心
棒

を
竹
中
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
新
潟
の
弥
彦
山
・
米

山
に
登
っ
た
。
高
度
差
３
０
０
ｍ
と
７
０
０
ｍ
を
、

夏
の
強
い
日
差
し
の
中
で
登
れ
た
。
そ
れ
で
針
葉
樹

会
の
計
画
に
１
日
追
加
し
て
の
登
山
参
加
を
８
月
に

な
っ
て
表
明
し
た
。
こ
の
段
階
で
佐
薙
さ
ん
と
話
し

合
っ
た
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
佐
薙
さ
ん
は
不

参
加
の
意
思
が
固
く
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。 

参
加
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
為
に
、

標
高
差
９
０
０
ｍ
の
大
山
を
最
後
の
試
験
場
に
す
る

こ
と
に
し
て
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
２
回
登
っ
た
。
か
く

て
10
月
１
日
の
早
朝
、
快
晴
の
北
岳
の
頂
に
仲
間
と

共
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
本
間
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
賜
物
で
感
謝
に
耐
え

な
い
。
し
か
し
こ
の
３
年
間
山
登
り
に
ご
一
緒
出
来

な
か
っ
た
佐
薙
さ
ん
と
は
今
回
も
ご
一
緒
出
来
ず
、

申
し
訳
な
く
誠
に
残
念
で
、
こ
の
３
年
間
の
過
ご
し

方
に
つ
い
て
大
い
に
反
省
し
た
が
あ
と
の
祭
り
で

あ
っ
た
。 

 

 北
岳
集
中
登
山
の
感
想 

 

台
風
の
影
響
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
奇
跡
的
に

好
天
に
恵
ま
れ
最
高
の
１
０
０
周
年
記
念
山
行
に
な

り
ま
し
た
。 

前
神
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
と
一
緒
に
見
た
北
岳
山
頂

か
ら
の
富
士
の
眺
望
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

す
。 決

し
て
「
登
山
客
」
の
域
を
出
な
い
私
を
暖
か
く

迎
え
入
れ
て
下
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ち
な
み
に
白
雲
荘
の
貸
し

切
り
の
温
泉
、
最
高
で
し
た
！ 

（
山
岳
部
顧
問 

小
西 

大
） 

 

北
岳
へ
登
っ
た
あ
と
は
、
池
山
吊
尾
根
を
八
本
歯

の
コ
ル
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
大
樺
沢
を
下
り
た
い

と
計
画
し
て
い
た
。
池
山
吊
尾
根
の
記
憶
と
い
え
ば
、

雪
の
つ
い
た
季
節
の
そ
れ
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、
今
度
通
っ
て
み
て
ま
っ
た
く
初
め
て
歩
く
感
じ

だ
っ
た
。 

１
９
６
６
年
３
月
は
、
非
常
に
風
が
強
く
、
通
過

す
る
の
が
困
難
だ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
風
も
な
く
、

快
晴
の
下
気
分
よ
く
歩
け
た
。 

（
岡
田
健
志 

１
９
６
７
年
卒
） 

 
2022.10.1 北岳頂上にて 撮影：岡田健志 
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 百
蔵
山
（
富
士
山
ビ
ュ
ー
山
行
） 

 

佐
藤 
周
一
（
１
９
７
９
年
卒
） 

 期 

日
：
２
０
２
２
年
12
月
４
日
（
日
） 

参
加
者
：
本
間
浩
（
１
９
６
５
）、
井
草
長
雄
（
１
９

７
３
）
、
前
神
直
樹
（
１
９
７
６
）、
加
藤
博
行
・

兵
藤
元
史
（
１
９
７
７
）、
佐
藤
周
一
（
１
９
７
９
）、

内
山
晴
貴
（
２
０
２
２
）、
小
西
大
（
山
岳
部
顧
問
、

１
９
８
７
）、
窪
田
さ
ん
（
井
草
氏
友
人
） 

（
学
生
）
岩
崎
太
一
（
法
４
・
主
将
）
、
山
下
弘
喜

（
商
４
）、
淺
香
俊
敬
（
経
２
） 

 １
．
準
備
段
階 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
の
富
士
山
ビ
ュ
ー
山
行

は
、
昨
年
の
扇
山
（
１
１
３
８
㍍
）
の
隣
の
百
蔵
山

（
１
０
０
３
㍍
）
と
し
ま
し
た
。
変
わ
り
映
え
し
な
い

感
は
あ
り
ま
す
が
、
中
央
線
沿
線
で
ア
ク
セ
ス
が
容

易
な
こ
と
、
山
頂
が
広
く
多
人
数
で
も
憩
い
易
い
等

の
理
由
か
ら
選
択
し
ま
し
た
。
11
月
半
ば
に
は
懇
親

会
場
探
し
を
主
目
的
に
地
元
に
詳
し
い
小
西
顧
問
を

お
誘
い
し
て
下
見
山
行
に
出
掛
け
、
登
山
口
の
猿
橋

駅
か
ら
ひ
と
駅
先
の
大
月
駅
前
に
手
頃
な
店
を
見
つ

け
て
12
月
予
定
日
の
予
約
を
入
れ
、
針
葉
樹
会
員
皆

さ
ま
へ
案
内
し
な
が
ら
当
日
の
晴
天
を
待
つ
ば
か
り

と
な
り
ま
し
た
。 

 ２
．
当
日
の
状
況 

一
週
間
ほ
ど
前
の
天
気
予
報
は
余
り
芳
し
く
な
い

予
想
だ
っ
た
の
で
、
予
備
日
（
12
月
11
日
）
に
変

更
か
な
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
三
日
ほ
ど
前
か
ら
好

天
予
想
と
な
り
予
定
通
り
実
施
。
こ
の
時
期
は
富
士

急
バ
ス
が
土
日
祝
に
登
山
口
ま
で
の
バ
ス
を
運
行
し

て
お
り
、
９
時
丁
度
発
の
バ
ス
で
移
動
。
住
宅
地
の

中
の
勾
配
有
る
道
を
数
分
で
百
蔵
山
登
山
口
着
。
こ

こ
か
ら
身
支
度
を
整
え
登
山
開
始
。
風
も
無
く
穏
や

か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
登
り
ま
し
た
。

尾
根
筋
に
出
た
と
こ
ろ
で
展
望
台
が
あ
り
、
こ
こ
数

日
の
寒
波
の
た
め
か
白
銀
に
輝
く
富
士
山
が
松
の
木

越
し
に
望
め
ま
す
。 

落
ち
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
幅
の
広
い
心
地
良
い

縦
走
路
に
出
て
右
に
15
分
ほ
ど
で
大
勢
の
登
山
者

で
賑
わ
う
山
頂
に
到
着
。
四
方
津
の
ご
自
宅
か
ら
別

ル
ー
ト
で
先
着
し
て
い
た
小
西
顧
問
と
合
流
。
扇
山

か
ら
縦
走
し
て
き
た
学
生
隊
３
人
も
程
な
く
到
着

し
、
早
速
、
鍋
で
豚
汁
作
り
。
昨
年
の
扇
山
で
は
お

汁
粉
の
餅
が
煮
え
ず
に
失
敗
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

 
記
録
・
紀
行 

 
2022.12.4 富士ビュー山行  

撮影：加藤博行 

 
 2022.12.4 百蔵山山頂にて （左から小西顧問、佐藤（周）、加藤、窪田、
 兵藤、井草、本間、山下、内山、淺香、岩崎） 撮影：加藤博行 



 

－16－ 

ま
ず
ま
ず
の
出
来
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

（「
七
味
」が
あ
れ
ば
も
っ
と
良
か
っ
た
と
の
声
あ
り
） 

暖
か
な
日
差
し
の
下
で
昼
食
休
憩
後
、
記
念
写
真

を
撮
っ
て
下
山
。
途
中
、
足
の
速
い
学
生
隊
に
は
名

勝
「
猿
橋
」
の
見
学
を
勧
め
て
先
行
し
て
貰
う
こ
と

に
。
Ｏ
Ｂ
隊
も
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
組
と
バ
ス
利
用
組

に
分
か
れ
、
猿
橋
駅
で
再
集
合
す
る
と
間
も
な
く
下

り
の
長
野
行
（
日
に
１
本
の
長
距
離
）
電
車
が
来
て

乗
車
。
隣
の
大
月
駅
で
下
車
し
て
懇
親
会
場
の
「
濱

野
屋
」
へ
。
学
生
隊
の
方
が
店
に
は
先
着
し
て
い
ま

し
た
。 

 

（
行
程
） 

Ｊ
Ｒ
猿
橋
駅
（9

:00

）
→
（
富
士
急
バ
ス
）

→ 

百
蔵
山
登
山
口
（9

:0
7

）
 
百
蔵
山
頂
（1

1
:1

5 

-
1
2:00

）
 
登
山
口
（1

3
:30

）
→
（
富
士
急
バ
ス

1
4
:3

0

）
→ 

猿
橋
駅
（14

:36

） 

 ３
．
懇
親
会
（
大
月
駅
前
「
濱
野
屋
」
、
15
時
～
17
時
） 

Ｏ
Ｂ
等
９
名
と
学
生
２
名
（
淺
香
君
を
除
く
）
の

計
11
名
で
下
山
後
の
反
省
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
。
最

長
老
の
本
間
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯
。
生
ビ
ー
ル
で
喉

を
潤
し
な
が
ら
天
候
に
恵
ま
れ
た
山
行
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
刺
身
や
馬
肉
な
ど
の
肴
も
美
味
し
く
価
格

も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
30
人
く
ら
い
収
容
の
大
広
間

も
あ
り
、
大
月
方
面
で
懇
親
会
を
す
る
な
ら
お
奨
め

の
店
で
す
。
外
が
暗
く
な
り
か
け
た
頃
に
お
開
き
と

な
り
、
大
月
駅
始
発
の
東
京
行
き
快
速
で
帰
京
し
ま

し
た
。 

 

 

 シ
ャ
モ
ニ
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
ろ
の
ろ
歩
き 

 
 

～
前
編
～ 

 

加
地 

幸
雄
（
１
９
５
８
年
卒
） 

 

パ
リ
か
ら
車
を
飛
ば
し
て
二
日
目
、
２
０
２
２
年

９
月
10
日
の
午
後
、
穏
や
か
に
起
伏
す
る
葡
萄
畑
前

方
の
天
末
線
に
連
山
が
現
れ
た
。
待
ち
に
待
っ
た
フ

レ
ン
チ
ア
ル
プ
ス
。
一
時
間
ほ
ど
後
、
高
速
道
路
は

狭
間
に
入
り
、
く
り
か
え
し
車
窓
に
頭
を
寄
せ
、
絶

壁
上
の
天
末
線
の
在
り
処
を
確
認
す
る
。
車
道
が
横

切
る
斜
面
は
急
峻
だ
が
、
頂
に
は
雪
が
無
い
。
ほ
ど

な
く
谷
は
広
が
り
両
岸
の
山
々
は
峩
々
と
し
て
冠
氷

冠
雪
。
シ
ャ
モ
ニ
の
街
の
中
の
「
家
」
に
着
い
た
。 

北
緯
で
云
う
と
北
海
道
最
北
端
に
当
た
る
シ
ャ
モ

ニ
は
深
い
谷
底
の
町
、
標
高
約
１
０
０
０
ｍ
。
南
東

に
３
０
０
０
ｍ
か
ら
４
０
０
０
ｍ
級
の
モ
ン
ブ
ラ
ン

連
山
（M

assif d
u
 M

on
t B

lanc
）
が
走
り
、
北
西
に

は
２
５
０
０
ｍ
か
ら
３
０
０
０
ｍ
の
赤
針
山
脈

（A
igu

illes R
o
u
ges

）
が
連
な
る
。（
地
図
１
） 

谷
を
北
東
に
詰
め
る
と
10
㎞
で
フ
ラ
ン
ス
と
ス

イ
ス
の
国
境
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
連
峯
の
主
稜
線
は
フ
ラ

ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
国
境
で
、
そ
の
中
の

M
o
n
t 

D
o
len

t

（
哀
れ
山
、
３
８
２
３
ｍ
）
の
頂
は
、
こ
れ

ら
三
国
の
接
触
点
に
当
た
る
。 

蛇
足
に
な
る
が
、
そ
こ
で
想
起
す
る
の
は
北
米
大

陸
三
大
流
域
の
接
触
点
、
源
点
地
の
こ
と
。
カ
ナ
ダ

に
入
っ
て
北
東
に
流
れ
ハ
ド
ソ
ン
湾
に
下
る
流
域
、

西
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
河
と
な
っ
て
太
平
洋
に
注
ぐ
流

域
、
南
東
に
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
と
な
っ
て
メ
キ
シ
コ

湾
に
流
れ
入
る
流
域
の
三
つ
だ
。
20
年
ほ
ど
前
、
カ

ナ
ダ
か
ら
入
っ
て
大
陸
分
水
嶺
を
南
下
し
始
め
た

時
、
こ
の
三
大
流
域
共
通
の
源
点
、
す
な
わ
ち
三
大

分
水
嶺
の
集
中
点
を
通
過
し
た
際
、
そ
こ
に
鎮
座
す

る
岩
に
、
も
ろ
足
で
大
地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
小
便

を
ひ
っ
か
け
て
、
生
理
化
学
的
捺
印
を
し
、
山
の
神

様
に
「
を
ろ
が
み
」
し
た
。
20
年
前
な
ら
三
国
共
有

のM
o
n
t 

D
o
len

t

の
頂
に
も
同
様
に
「
を
ろ
が
め
」

た
か
も
し
れ
ぬ
。
機
を
逸
し
た
。 
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つ
い
で
に
忘
却
の
か

な
た
に
消
え
る
と
嘆
か

わ
し
い
の
で
、
生
理
的

な
話
を
続
け
る
と
、
あ

る
夏
山
で
、
Ｔ
中
さ
ん

の
ズ
ボ
ン
の
前
が
開
い

て
い
た
の
で
締
め
忘
れ

た
の
か
と
思
い
「
開
い

て
い
ま
す
よ
」
と
注
意

し
た
ら
「
風
通
し
が
え

え
か
ら
え
え
じ
ゃ
ね
え

か
」
と
叱
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
流
石
自
然
の

寵
児
Ｔ
中
さ
ん
。
ま
た
、

茂
木
さ
ん
は
い
わ
ゆ
る

「
雉
撃
ち
」
に
十
分
時

じ
ゅ
う
ぶ
ん

間

を
か
け
る
の
で
、
茶

目
っ
気
な
山
本
さ
ん
は

「
蝮
が
肛
門
か
ら
入
り

込
む
ぞ
」
と
か
ら
か
っ

て
い
た
。
無
駄
口
を
た

た
か
ぬ
茂
木
さ
ん
は
、

聞
き
流
し
反
応
な
し
。 

 

最
近
五
、
六
年
、
念

願
の
山
歩
き
の
一
つ

は
、
名
に
し
負
う
モ
ン

ブ
ラ
ン
周
遊
（T

o
ur d

u
 M

o
n
t B

lanc

）
だ
っ
た
。
ル
ー

ト
は
地
図
１
に
点
線
で
示
し
た
。
名
は
「
モ
ン
ブ
ラ

ン
周
遊
」
だ
が
、
実
は
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
山
系
周
遊
」。

こ
の
山
系
に
は
４
８
０
７
ｍ
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
（
白
山
）

を
最
高
と
し
約
25
㎞
の
主
稜
線
に
は
富
士
山
よ
り

高
い
山
が
16
峯
、
氷
河
が
40
本
以
上
あ
る
。
コ
ー

ス
は
全
長
１
７
０
㎞
、
上
り
１
０
０
０
０
ｍ
、
下
り

同
じ
く
１
０
０
０
０
ｍ
。
要
所
要
所
に
山
小
屋
が
あ

る
の
で
日
帰
り
装
備
で
結
構
。
強
い
人
は
10
日
で
歩

く
。
す
る
と
一
日
平
均
17
㎞
、
上
り
１
０
０
０
ｍ
、

下
り
１
０
０
０
ｍ
。こ
れ
は
ど
う
や
ら
僕
に
は
無
理
。

そ
こ
で
考
え
た
の
は
経
路
の
一
部
分
、
例
え
ば
シ
ャ

モ
ニ
に
近
い

L
es 

H
o
u
ch

es

か
ら
イ
タ
リ
ア
の

C
o
u
rm

ayeu
r

ま
で
10
日
ほ
ど
か
け
て
歩
き
、
そ
の

先
は
次
の
機
会
に
、
と
い
う
案
。
と
こ
ろ
が
頼
り
に

す
る
ベ
ル
リ
ン
に
住
む
息
子
の

ア
キ昌

が
多
忙
に
過
ぎ
休

暇
が
と
れ
ぬ
と
か
、
疫
病
の
蔓
延
り
な
ど
で
延
期
続

き
。
そ
の
間
歳
月
人
を
待
た
ず
、
老
化
現
象
も
止
め

ど
な
し
。
各
行
動
日
後
、
二
日
休
憩
し
て
も
可
能
か

ど
う
か
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
二
日
目
の

L
es 

C
o
n
tam

in
es-

L
es 

C
h
ap

ieux

間
は
18
㎞
で
１

３
１
６
ｍ
の
上
り
と
９
２
９
ｍ
の
下
り
、
四
日
目
の

R
efu

gio
 
E
lisab

etta-
C

o
u
rm

ayeur

間
も
同
じ
く
18

㎞
だ
が
、
４
６
０
ｍ
登
り
の
後
１
５
６
０
ｍ
の
下
り

が
あ
る
。
こ
れ
は
体
力
の
限
界
を
越
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
こ
う
思
案
中
、
昌
か
ら
提
案
が
来

た
。「C

h
am

o
n
ix

かC
ou

rm
ayeur

を
基
地
に
し
て
日
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帰
り
山
行
は
如
何
」
と
。 

こ
の
提
案
は
、
確
か
に
安
全
度
が
高
く
思
わ
れ
、

調
べ
て
み
る
と
両
方
と
も
ベ
ー
ス
に
適
し
て
い
る
。

シ
ャ
モ
ニ
は
観
光
客
が
殺
到
し
、
物
価
も
宿
泊
費
も

高
く
つ
き
そ
う
だ
が
、
山
岳
博
物
館
も
ガ
イ
ド
を
育

て
る
国
立
登
山
学
校
も
あ
る
。
２
０
１
８
年
だ
っ
た

か
12
月
の
あ
る
日
、
南
米
最
南
端
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で

氷
河
歩
き
に
赴
い
た
際
、
氷
河
専
門
ガ
イ
ド
は
シ
ャ

モ
ニ
か
ら
来
た
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
。
冬
は
シ
ャ
モ

ニ
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
で
は
客
が
稀
な
の
で
、
パ
タ
ゴ
ニ

ア
の
夏
に
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
わ
け
。
と
に
か
く
登

山
の
伝
統
で
は
、
シ
ャ
モ
ニ
は

C
o
u
rm

ayeu
r

を
凌

ぐ
よ
う
だ
。
僕
は
山
歩
き
だ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
登

山
の
伝
統
に
少
し
で
も
肖
り
た
い
と
シ
ャ
モ
ニ
を
選

ん
だ
次
第
。 

と
こ
ろ
が
９
月
５
日
の
塩
湖
城
か
ら
の
旅
立
ち
を

控
え
て
、
７
月
末
に
コ
ヴ
ィ
ッ
ド
発
病
、
衰
弱
甚
だ

し
く
連
日
の
寝
込
み
。
山
行
ど
こ
ろ
か
欧
州
の
旅
さ

え
疑
わ
れ
た
が
、
三
週
間
経
て
突
然
快
復
、
時
を
移

さ
ず
体
力
の
挽
回
と
訓
練
に
努
め
、
出
発
前
二
週
間

地
元
の
ウ
ォ
サ
ッ
チ
連
山
で
日
帰
り
山
行
６
日
。
山

行
訓
練
に
は
山
行
が
好
適
、
ま
た
年
長
け
て
も
訓
練

効
果
有
り
と
確
認
し
た
。 

 

シ
ャ
モ
ニ
の
宿
泊
先
は
昌
の
選
択
。
如
水
会
館
よ

り
数
倍
巨
大
な
建
物
の
一
階
の
南
東
角
。
教
室
大
に

近
い
居
間
兼
食
堂
か
ら
直
接
外
出
で
き
る
し
、
窓
か

ら
は
聳
え
立
つ
岩
峯
を
仰
ぎ
見
、
書
架
に
は
著
名
な

登
攀
家G

asto
n
 R

eb
u
ffat

（
１
９
２
１
―
１
９
８
５
）

の
「
星
と
嵐
」（E

to
illes et T

em
p
etes

）
や
「
雪
と

岩
」（N

eige et R
o
c

）
を
は
じ
め
登
山
関
係
の
本
、

そ
の
他
文
学
、
地
理
、
歴
史
、
料
理
と
七
、
八
百
冊

並
ん
で
い
る
。
広
々
と
し
た
寝
室
は
三
つ
、
台
所
も

完
備
し
て
い
て
富
豪
の
別
荘
の
様
。
山
に
足
を
向
け

ぬ
家
内
も
含
め
た
僕
ら
五
人
組
に
は
絶
好
の
選
択
。

そ
の
建
物
の
大
半
は
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
初
登
頂
二
百
年

記
念
堂
も
一
部
に
あ
る
有
名
な
山
岳
博
物
館

（M
u
see 

A
lp

in

）
だ
が
改
築
中
か
連
日
閉
館
で
あ
っ

た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。 

 モ
ン
ブ
ラ
ン
四
景 

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
高
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
１
７

８
６
年
に
シ
ャ
モ
ニ
村
の
29

才
の
医
者

M
ich

el 

G
ab

riel P
accard

（
１
７
５
７
―
１
８
２
７
）
と
山
に

結
晶
石
を
探
し
回
る
24
才
のJacq

u
es B

alm
at

（
１

７
６
２
―
１
８
３
４
）
の
二
人
組
が
、
ピ
ッ
ケ
ル
も

ア
イ
ゼ
ン
も
ザ
イ
ル
も
無
く
、
棒
を
頼
り
に
し
て
、

村
人
が
望
遠
鏡
で
見
守
る
中
、
初
登
頂
を
成
就
し
た
。

こ
の
快
挙
が
近
代
登
山
の
嚆
矢
と
な
り
、
近
代
登
山

の
中
心
地
と
し
て
の
シ
ャ
モ
ニ
が
誕
生
し
た
。
そ
れ

か
ら
約
八
十
年
後
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
は
隆
盛
を
極
め

た
。 当

時
の
主
役
の
一
人
にE

d
w
ard

 W
h
ym

p
er

（
１
８

４
０
―
１
９
１
１
）
が
い
る
。
１
８
６
５
年
７
月
の

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
初
登
頂
で
有
名
だ
が
、
モ
ン
ブ
ラ

ン
山
系
で
は
前
年
の
７
月
にM

o
n
t D

o
len

t

（
３
８
２

０
ｍ
）、
１
８
６
５
年
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
登
頂
の
一
月

前
の
６
月
にG

ran
d
es Jo

rasses

（
４
２
０
８
ｍ
）
を

そ
れ
ぞ
れ
初
登
頂
し
た
。こ
の
頂
は
鋸
の
よ
う
だ
が
、

そ
の
頂
点
の
一
つ
はP

o
in

te W
h
ym

p
er

と
呼
ば
れ
、

シ
ャ
モ
ニ
の
町
に
は
彼
の
業
績
を
記
念
す
る

「W
h
ym

p
er

通
り
」
も
あ
る
。
僕
ら
が
現
役
の
時
に

使
っ
て
い
た
テ
ン
ト
の
一
つ
に
ウ
ィ
ン
パ
ー
・
テ
ン

ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
名
の
と
お
り
彼
が

設
計
し
た
テ
ン
ト
で
、
彼
以
前
に
は
登
山
用
の
テ
ン

ト
は
無
か
っ
た
。
今
年
創
部
百
周
年
を
迎
え
る
一
橋

山
岳
部
も
シ
ャ
モ
ニ
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
端
を
発
し
た

A
lp

in
ism

e

の
余
波
で
あ
る
と
感
得
す
る
。
地
図
１
に

示
す
モ
ン
ブ
ラ
ン
山
系
の
主
稜
線
は
、
谷
底
の
シ
ャ

モ
ニ
の
町
か
ら
は
前
衛
の
山
々
に
遮
ら
れ
て
殆
ど
視

界
外
。M

o
n
t D

o
len

t

もG
ran

d
es Jo

rasses

も
見
え

な
い
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
（
４
８
１
０
ｍ
）
自
体
は
例
外

だ
が
、
丸
い
頭
を
僅
か
に
見
せ
て
い
る
だ
け
で
奥
の

奥
に
鎮
座
ま
し
ま
す
の
感
だ
。 

町
か
ら
見
る
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
突
出
度
は
零
に
近
い

が
、
高
度
差
は
顕
著
だ
。「
家
」
か
ら
モ
ン
ブ
ラ
ン
頂

上
は
僅
か
９
㎞
で
高
度
差
は
約
３
８
０
０
ｍ
。
さ
ら

に
近
いA

igu
ille d

u
 M

id
i

は
「
家
」
か
ら
４
㎞
で
高

度
差
は
約
２
８
０
０
ｍ
。 

 



 

－19－ 

   

写
真
２
は
夕
日
に
、
写
真
３

は
朝
日
に
映
え
る
モ
ン
ブ
ラ

ン
。
ど
ち
ら
も
「
家
」
の
戸
口

か
ら
撮
影
。
写
真
４
は
３
８
４

２
ｍ
の

A
igu

ille 
d
u
 
M

id
i

か

ら
、
写
真
５
は
シ
ャ
モ
ニ
谷
対

岸
のA

igu
illes R

o
u
ges

に
あ
る

C
h
alet d

e la F
loria

（
１
３
３

７
ｍ
）
と
称
す
る
山
小
屋
か
ら
。

因
み
にA

igu
ille d

u
 M

id
i

（「
正

午
の
針
」）
の
名
は
、
シ
ャ
モ
ニ

の
あ
る
教
会
か
ら
見
る
と
、
正

午
に
南
中
す
る
太
陽
が
垂
直
な

針
に
指
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。
そ
の
教

会
の
真
北
に
正
午
に
立
つ
太
陽
崇
拝
者
は
、
太
陽
、

A
igu

ille d
u
 M

id
i

、
教
会
の
先
端
の
十
字
架
と
自
身
が

一
直
線
に
整
列
す
る
神
秘
感
を
体
感
す
る
に
違
い
な

い
。 

 

写
真
２
は
「
家
」
の
南
側
の
戸
口
か
ら
の
景
色
だ

が
、
居
間
の
東
窓
か
ら
は
写
真
６
の
山
々
が
見
え
る
。

右
側
はA

igu
ille d

u
 P

lan

（
３
６
７
３
ｍ
）、
中
央
は

A
igu

ille 
d
e 

B
laitiere

（
３
５
２
２
ｍ
）
、
左
側
は

C
h
arno

z G
rep

on

（
３
４
８
２
ｍ
）。 

写
真
７
は
シ
ャ
モ
ニ
の
町
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
、

A
igu

ille 
d
e 

B
laitiere

が
雲
間
か
ら
姿
を
現
し
て
い

写真 5 Chalet de la Floria からのモンブラン  
               撮影：加地幸雄 

写真 6 居間の窓から三峯 撮影：加地幸雄 

写真 2 夕日に映えるモンブラン 撮影：加地幸雄 

写真 4 Aiguille du Midi からのモンブラン  
               撮影：加地幸雄 

写真 3 朝日に映えるモンブラン 撮影：加地幸雄 
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る
。
峨
々
た
る
山
を
背
景
に
し
、
樹
林
帯
を
前
景
に

し
た
棚
が
見
え
る
が
、そ
の
棚
がb

alco
n

と
呼
ば
れ
、

僕
の
の
ろ
の
ろ
歩
き
に
最
適
。 

写
真
８
は
同
じ
三
峯
を
シ
ャ
モ
ニ
谷
の
反
対
側
の

バ
ル
コ
ン
か
ら
観
た
景
色
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

～
次
号
へ
つ
づ
く
～ 

  

 

 蛭
川
紀
巳
子
様 

 

こ
の
度
の
蛭
川
先
輩
の
ご
逝
去
に
付
い
て
は
心
よ

り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
ご
逝
去
に
至
る
経
緯
に
つ
き
ま
し
て
丁
重
な

る
ご
説
明
も
戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
山
岳
部
は
創
部
百
周
年
を
迎
え
、
蛭
川
先
輩

ご
逝
去
の
連
絡
を
戴
き
ま
し
た
の
は
、
奇
し
く
も
こ

の
百
周
年
記
念
北
岳
山
行
の
途
上
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
山
行
に
は
蛭
川
さ
ん
（
こ
の
よ
う
な
呼
び
方
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）
と
学
生

時
代
か
ら
一
緒
に
苦
楽
を
共
に
さ
れ
た
諸
先
輩
も
大

勢
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
蛭
川
さ
ん
が
お
元

気
で
お
ら
れ
た
な
ら
、
こ
の
山
行
に
北
海
道
か
ら
駆

け
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
お
り
ま

す
。 10

月
１
日
無
事
北
岳
山
頂
に
立
ち
ま
し
た
が
、
快

晴
の
下
、
見
事
な
山
容
を
見
せ
る
富
士
山
を
前
に
し

て
登
頂
者
全
員
で
蛭
川
さ
ん
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
主
人
を
「
経
済
学
部
よ
り
も
山
岳
部
を
卒
業
さ

れ
た
よ
う
な
人
」
と
書
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ま

さ
し
く
今
天
国
に
い
る
「
山
岳
部
卒
業
生
」
は
現
在

下
界
に
ま
だ
い
る
我
々
卒
業
生
よ
り
総
勢
と
し
て
多

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
し
、
天
国
で
部

活
動
を
し
て
お
ら
れ
れ
ば
は
る
か
に
面
白
い
山
登
り

を
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
を
馳
せ
て
お
り

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
丁
重
な
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
主
人
様
の

ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

前
神
直
樹
（
針
葉
樹
会
会
長
、
１
９
７
６
年
卒
） 

 

 

 卒
業
後
の
蛭
川
さ
ん
と
の
山
行
な
ど 

 

竹
中 

 

彰
（
１
９
６
４
年
卒
） 

 

蛭
川
さ
ん
と
の
交
友
は
山
岳
部
入
部
と
共
に
始
ま

り
ま
し
た
。
合
宿
で
は
１
年
生
９
名
を
含
め
、
中
川

リ
ー
ダ
ー
（
１
９
６
１
年
卒
）
以
下
総
勢
26
名
は
涸

沢
で
定
着
後
に
３
パ
ー
テ
ィ
に
別
れ
て
縦
走
に
移

り
、
我
々
は
中
尾
峠
か
ら
飛
騨
側
に
抜
け
、
笠
ヶ
岳

を
ス
タ
ー
ト
に
針
ノ
木
峠
ま
で
縦
走
す
る
予
定
で
し

た
。
し
か
し
、
中
尾
峠
を
越
え
て
新
穂
高
に
着
い
た

 

追
悼 

― 

蛭
川
隆
夫 

会
員 

写真 7 シャモニの街から大棚  
 撮影：加地幸雄 

 
写真 8 Aiguilles Rougesから三峯 

撮影：加地幸雄 
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と
こ
ろ
で
、
蛭
川
さ
ん
が
酷
い
靴
擦
れ
で
歩
行
困
難

と
な
り
（
朧
げ
な
記
憶
で
は
鋲
靴
だ
っ
た
の
で
は
）、

下
山
を
指
示
さ
れ
て
泣
く
泣
く
降
り
て
行
き
ま
し

た
。
そ
の
際
に
彼
が
荷
物
を
整
理
す
る
中
で
比
較
的

大
き
な
菓
子
缶
に
タ
バ
コ
が
ぎ
っ
し
り
入
っ
て
い
る

の
を
目
撃
し
て
驚
き
ま
し
た
。 

卒
業
後
、
蛭
川
さ
ん
と
の
山
行
が
復
活
し
た
の
は
、

小
生
が
富
山
か
ら
本
店
、
東
京
支
店
へ
の
転
勤
後
で

し
た
が
、
そ
れ
も
宮
仕
え
期
間
中
は
互
い
に
忙
し
く
、

山
行
の
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

互
い
に
あ
る
程
度
時
間
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
近
郊
の
山
、
蛭
川
さ
ん
拘
り
の
山
に
彼
の
ス
テ
ッ

プ
ワ
ゴ
ン
に
同
乗
し
て
向
か
う
機
会
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
特
に
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
彼
の
リ
ハ
ビ
リ
を

兼
ね
た
山
行
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
「
日
本
秘
湯
を
守
る
会
」
の
存
在
を
教
え
て

く
れ
、
何
度
か
の
山
行
後
の
麓
の
温
泉
で
「
会
」
加

盟
の
宿
を
訪
ね
、
ス
タ
ン
プ
帳
を
埋
め
る
こ
と
に
励

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

後
年
に
は
「
昼
か
ら
会
」（
当
初
は
「
蛭
川
会
」
と

呼
称
、
１
９
６
０
年
に
山
岳
部
入
部
同
期
の
ト
ー
チ

ン
会
、
戸
山
高
校
山
岳
部
同
期
、
日
立
製
作
所
、
彼

の
翻
訳
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
、
針
葉
樹
会
員
有
志
等
か

ら
な
る
同
好
の
士
の
集
ま
り
）
が
有
力
な
止
ま
り
木

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
昼
か
ら
会
」
の
山
行
で
印
象
に
残
る
も
の
は
、
会

発
足
（
２
０
０
２
年
12
月
）
早
々
に
雪
の
丹
沢
・
鍋

割
山
で
の
一
泊
忘
年
会
に
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
後

八
ヶ
岳
の
北
横
岳
に
も
。
更
に
日
本
語
教
師
だ
っ
た

彼
が
、
韓
国
語
の
影
響
で
「
峠
（
ト
ッ
ケ
・
ド
ッ
ケ
）」

に
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
針
葉
樹
会

の
大
先
輩
の
望
月
さ
ん
の
著
作
な
ど
も
繙
き
、
山

梨
・
静
岡
県
境
の
「
高
ド
ッ
キ
ョ
ウ
」
な
ど
と
言
う

山
に
向
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。（
考
察
を
会
報

110
号
に
寄
稿
） 

ま
た
、
先
輩
思
い
の
彼
は
愛
車
に
１
９
４
８
年
卒

の
石
井
さ
ん
、
山
崎
さ
ん
等
の
大
先
輩
を
お
乗
せ
し

て
山
に
向
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

針
葉
樹
会
有
志
の
会
と
し
て
、
山
本
健
一
郎
さ
ん

（
１
９
５
８
年
）
が
主
宰
し
て
如
水
会
館
で
定
期
的
に

懇
談
会
（
当
初
は
「
三
木
会
」
そ
の
後
は
「
三さ

ん

月げ
つ

会
」

が
開
催
さ
れ
、「
甘
露
」
を
片
手
に
佐
薙
さ
ん
（
１
９

５
６
年
）
な
ど
常
連
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
古
い
先
輩
の

貴
重
な
お
話
や
、
博
識
の
山
本
さ
ん
の
蘊
蓄
話
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
会
の
中
か
ら
、
幾
つ
か
の
山
行
計
画
が
生
ま

れ
、
南
の
宮
之
浦
岳
や
北
海
道
シ
リ
ー
ズ
に
彼
を
含

む
多
く
の
老
若
の
針
葉
樹
会
員
が
参
加
し
、
楽
し
く

交
流
し
ま
し
た
。
こ
の
会
の
纏
め
、
書
記
役
も
山
本

さ
ん
の
後
を
彼
が
引
継
ぎ
、
そ
の
後
に
は
本
間
さ
ん

や
小
生
に
お
鉢
が
回
っ
て
来
ま
し
た
。 

こ
の
三
月
会
の
場
で
、
以
前
先
輩
方
が
Ｎ
Ｚ
の

M
ilfo

rd
track 

T
rekkin

g

に
向
か
っ
た
経
験
を
伺
っ

た
こ
と
な
ど
も
引
き
金
に
な
り
、
ト
ー
チ
ン
会
有
志

に
よ
る

M
ilfo

rd

行
き
を
彼
が
中
心
に
な
っ
て
緻
密

な
計
画
を
策
定
し
、
夫
々
夫
婦
連
れ
で
２
０
０
７
年

１
―
２
月
に
実
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。（
村
上

さ
ん
は
直
前
の
家
族
の
ご
不
幸
で
参
加
断
念
。） 

山
本
さ
ん
が
２
０
０
７
年
２
月
に
亡
く
な
っ
た
後

に
、
山
本
夫
人
か
ら
の
ご
依
頼
に
よ
り
青
葉
台
の
ご

自
宅
と
蓼
科
の
別
荘
に
共
に
出
向
き
、
書
籍
や
山
道

具
な
ど
の
片
づ
け
を
お
手
伝
い
し
、
そ
の
蔵
書
処
分

の
過
程
で
、
上
原
さ
ん
、
倉
知
さ
ん
等
の
支
援
を
得

つ
つ
彼
の
活
躍
に
よ
り
文
庫
目
録
の
整
理
・
作
成
な

ど
細
か
な
作
業
を
経
て
北
岳
の
麓
「
芦
安
山
岳
館
」

に
「
針
葉
樹
文
庫
」
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
起

さ
れ
ま
す
。 

先
日
の
一
橋
山
岳
部
創
部
百
周
年
記
念
の
北
岳
山

行
の
最
終
日
に
現
役
部
員
の
諸
君
に
現
地
で
見
学
し

な
が
ら
「
文
庫
」
を
紹
介
し
、
今
後
末
永
く
維
持
管

理
活
動
に
関
わ
っ
て
頂
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
な
お
、
幾
つ
か
の
パ
ー
テ
ィ
で
北
岳
頂
上
を
目

指
し
た
中
で
、
10
／
１
に
長
老
組
（
Ｓ
Ｓ
隊
）
の
９

名
が
頂
上
か
ら
北
の
空
に
向
か
っ
て
蛭
川
さ
ん
の
冥

福
を
祈
っ
て
黙 

を
捧
げ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま

す
。 

 

蛭
川
さ
ん
が
札
幌
に
転
居
以
降
も
、
北
海
道
電
力

に
勤
務
し
て
い
た
小
野
会
員
（
１
９
６
５
年
卒
）
を

中
心
に
冬
の
ニ
セ
コ
界
隈
で
の
Ｂ
Ｃ
ス
キ
ー
や
北
海

道
の
名
峰
を
め
ぐ
る
山
旅
等
を
共
に
し
、
或
い
は
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ト
ー
チ
ン
会
メ
ン
バ
ー
の
集
会
な
ど
も
企
画
し
て
貰

い
、
家
内
と
札
幌
の
お
宅
に
も
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。 

２
０
１
３
年
12
月
に
心
臓
手
術
を
受
け
て
か
ら

も
時
に
入
院
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
の
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
無
用
の
外
出
を
避
け
る
な
ど
慎

重
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
は
仄
聞
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
様
な
脳
出
血
で
ア
ッ
と
い
う
間
に
永
の

別
れ
に
な
る
と
は
、
そ
れ
も
正
に
百
周
年
記
念
事
業

の
北
岳
登
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
直
前
に
起
こ
る
と

は
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
、
本
当

に
何
と
言
っ
て
い
い
の
か
、
と
の
心
境
で
し
た
。 

同
期
の
中
で
は
３
年
生
の
時
に
、
滝
谷
の
第
四
尾

根
で
滑
落
し
、
頭
を
強
打
、
酷
い
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
障
害
の
残
っ
た
名
和
君
の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ

て
い
た
こ
と
も
彼
の
人
柄
が
な
せ
た
こ
と
か
と
思

い
、
現
在
は
あ
の
世
で
久
闊
を
叙
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。 

名
和
さ
ん
に
続
き
蛭
川
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

で
、
今
や
メ
ン
バ
ー
は
５
名
と
寂
し
い
限
り
で
す
が
、

中
橋
さ
ん
、
長
沢
さ
ん
も
病
に
取
付
か
れ
て
山
行
は

望
む
べ
く
も
な
く
、
僅
か
に
在
京
メ
ン
バ
ー
の
本
間

さ
ん
と
小
生
が
「
昼
か
ら
会
」
メ
ン
バ
ー
と
細
々
と

丹
沢
や
周
辺
の
低
山
を
這
い
回
っ
て
い
る
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。 

あ
の
世
で
蛭
川
さ
ん
等
先
行
す
る
メ
ン
バ
ー
と
の

再
会
も
遠
く
な
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
11
月
下
旬
に
コ
ロ
ナ
禍
の
間
隙
を
縫
っ
て

ト
ー
チ
ン
会
企
画
で
「
蛭
川
さ
ん
を
語
る
会
（
お
別

れ
会
）」が
開
か
れ
友
人
た
ち
に
よ
り
故
人
を
偲
ん
だ

こ
と
等
も
併
せ
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

改
め
て
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

（
２
０
２
３
．
１
．
12
記
） 

 

 

 蛭
川
さ
ん
の
思
い
出 

 

本
間 

 

浩
（
１
９
６
５
年
卒
） 

 

小
生
、
早
稲
田
の
安
部
球
場
の
ネ
ッ
ト
裏
の
叔
母

の
家
に
一
時
下
宿
し
て
い
ま
し
た
。
家
は
坂
道
の
途

中
に
在
っ
て
、
こ
の
坂
を
上
が
っ
て
右
に
折
れ
、

チ
ョ
ッ
ト
行
く
と
信
号
が
あ
り
、
渡
る
と
蛭
川
邸
で

し
た
。 

家
業
は
お
茶
屋
さ
ん
で
、
２
階
に
あ
が
っ
て
廊
下

を
進
み
、
突
き
当
た
り
の
左
側
の
３
畳
か
４
畳
半
が

彼
の
城
で
す
。
壁
面
は
高
校
の
頃
に
読
ん
だ
と
思
し

き
文
学
全
集
で
ビ
ッ
シ
リ
、
大
き
い
ス
ピ
ー
カ
ー
で
、

近
所
迷
惑
と
思
え
る
程
ガ
ン
ガ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
鳴

ら
す
。「
東
京
」
の
学
生
に
ビ
ッ
ク
リ
が
、
初
印
象
！ 

 

聞
け
ば
、
小
生
と
同
じ
予
備
校
、
高
田
馬
場
の
「
一

橋
学
院
」
出
身
の
よ
う
で
。
同
期
の
中
橋
さ
ん
も
一

緒
の
よ
う
で
し
た
。
彼
ら
は
成
績
順
位
が
一
桁
組
で
、

お
互
い
に
顔
は
知
ら
な
く
て
も
名
前
は
承
知
の
間
柄

の
よ
う
で
し
た
。
山
岳
部
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
顔
を
合
わ
せ
、
互
い
に
「
君
が
○
○
か
！
」
と
懐

か
し
が
っ
た
そ
う
で
す
。
小
生
は
成
績
が
「
三
桁
」

で
し
た
の
で
残
念
な
が
ら
、
無
名
の
存
在
の
よ
う
で

し
た
。 

ト
ー
チ
ン
会
（
山
岳
部
同
期
の
名
称
）
の
メ
ン
バ
ー

は
、
西
日
本
出
身
者
は
皆
現
役
、
東
も
一
浪
と
は
言

え
優
秀
で
、
小
生
は
頭
と
身
体
の
両
面
で
苦
労
し
ま

し
た
。
が
、
最
近
ヤ
ッ
ト
、
近
く
の
頭
は
使
え
ば
い

い
、
重
い
荷
物
は
押
し
付
け
れ
ば
い
い
と
悟
り
、
気

分
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。 

 

彼
は
岳
部
４
年
で
は
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
名
和
君

の
事
故
の
後
を
引
き
継
ぎ
部
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
た

功
績
は
あ
り
ま
す
が
、
彼
の
真
骨
頂
は
60
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
に
在
っ
た
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
前
期
と
後

期
に
別
れ
、
前
期
は
東
京
に
在
っ
て
体
力
気
力
に
満

ち
山
登
り
が
充
実
し
て
い
た
時
期
、
後
期
は
札
幌
移

住
も
あ
っ
て
自
分
の
山
と
同
時
に
針
葉
樹
会
員
の
道

内
山
行
の
案
内
役
を
勤
め
た
、
言
わ
ば
世
の
為
人
の

為
に
尽
く
し
た
時
期
で
す
。 

 

屋
久
島
の
「
宮
之
浦
岳
」
か
ら
始
ま
る
大
型
山
行

で
、
北
海
道
の
「
ニ
ペ
ソ
ツ
」
「
礼
文
・
利
尻
」
「
大
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雪
山
」「
ト
ム
ラ
ウ
シ
」
と
続
く
北
海
道
シ
リ
ー
ズ
。

海
外
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
「
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」
。
最
後
の
２

０
１
３
年
、
静
内
山
岳
会
で
行
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の

「
キ
ナ
バ
ル
」、
と
精
力
的
に
登
山
活
動
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

お
互
い
に
60
歳
を
過
ぎ
て
又
一
緒
に
登
り
始
め

た
頃
、
小
生
が
彼
の
最
大
の
功
績
と
考
え
る
「
昼
か

ら
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。「
昼
か
ら
会
」
は
彼
の
戸

山
高
校
山
岳
部
及
び
一
橋
山
岳
部
の
同
期
、
勤
務
先

日
立
製
作
所
時
代
の
山
仲
間
を
集
め
て
結
成
し
た
グ

ル
ー
プ
で
す
。
そ
れ
に
奥
様
連
も
加
わ
り
「
昼
か
ら

会
」
の
最
初
の
忘
年
会
に
は
韓
国
人
夫
妻
も
参
加
す

る
と
い
う
云
わ
ば
「
ご
っ
た
煮
」
の
様
な
グ
ル
ー
プ

で
す
。
こ
れ
も
彼
が
「
山
好
き
」
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。 

 「
昼
か
ら
会
」
で
は
、
三
つ
峠
か
ら
御
坂
山
地
、
天

子
山
塊
、
愛
鷹
山
と
富
士
山
を
ぐ
る
り
と
囲
む
山
々

を
よ
く
歩
き
ま
し
た
。
２
月
、
雪
の
雨
ヶ
岳
か
ら
見

た
南
ア
ル
プ
ス
、
毛
無
山
か
ら
真
正
面
に
見
た
富
士

の
「
大
沢
崩
れ
」
は
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
仲
間
も
一
人
欠
け
二
人
欠
け
、
そ
し
て
今
回

蛭
川
さ
ん
を
失
っ
た
訳
で
す
。 

会
員
も
今
や
80
歳
を
越
え
、
山
も
マ
マ
な
ら
ぬ
人

も
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
街
場
で
の
交
流
（
酒
飲
み
）

は
続
い
て
い
ま
す
。
本
当
に
イ
イ
会
を
作
っ
て
く
れ

た
と
感
謝
し
な
が
ら
、
山
に
酒
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

感
謝
と
云
え
ば
、「
北
海
道
シ
リ
ー
ズ
」
へ
の
貢
献

で
す
。 

在
京
時
に
は
登
山
計
画
は
勿
論
、
行
路
計
画
か
ら

車
の
手
配
・
運
転
ま
で
、
移
住
後
は
地
元
の
利
と
持

ち
前
の
几
帳
面
さ
を
生
か
し
た
面
倒
見
の
良
さ
で
し

た
。 

「
礼
文
・
利
尻
岳
」
「
ト
ム
ラ
ウ
シ
・
ア
ポ
イ
岳
」

「
大
雪
山
」
「
羅
臼
岳
・
斜
里
岳
・
雌
阿
寒
岳
」
と
、

北
海
道
シ
リ
ー
ズ
は
７
月
上
旬
の
定
例
山
行
で
し

た
。
又
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
作
る
、
数
岳
年
（
昭
和
38
年

卒
～
同
43
年
卒
）
を
網
羅
す
る
三
四
郎
会
で
は
「
岩

木
山
・
白
神
岳
」「
函
館
山
・
恵
山
・
横
津
岳
」
と
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

個
人
的
に
は
「
駒
ヶ
岳
」「
当
別
丸
山
」「
松
前
城
」

「
手
稲
山
」
と
色
々
な
所
を
案
内
し
て
貰
い
ま
し
た
。 

彼
の
「
案
内
」
は
先
ず
よ
く
調
べ
、
地
元
に
問
い

合
わ
せ
、
専
門
家
プ
ロ
級
の
人
間
に
現
地
案
内
を
頼

む
と
い
う
徹
底
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
静
内
山

岳
会
の
山
田
さ
ん
で
あ
り
、
函
館
の
内
城
さ
ん
、
白

神
の
牧
田
先
生
だ
っ
た
訳
で
す
。
尤
も
、
札
幌
の
植

物
園
の
案
内
に
も
人
が
付
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し

た
。こ
れ
も
血
液
型
Ａ
の
面
目
躍
如
た
る
処
で
す
が
。 

 

実
は
私
も
血
液
型
は
Ａ
型
で
す
。
尤
も
、
彼
の
「
真

正
Ａ
」
に
対
し
、
私
は
「
Ａ
型
モ
ド
キ
」
で
す
。 

私
は
面
倒
く
さ
が
り
屋
で
調
べ
も
の
が
苦
手
で
、

そ
う
い
う
時
は
彼
に
頼
み
ま
す
。
彼
も
分
か
ら
な
い

時
は
図
書
館
に
行
っ
て
調
べ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、 

 ・
黒
人
霊
歌
「
ジ
ェ
リ
コ
の
戦
い
」
や
「
ド
ラ
イ
・

ボ
ー
ン
ズ
」
の
英
歌
詞
と
邦
訳
を
探
し
て
も
ら
う
。 

・
中
島
み
ゆ
き
の
「
銀
の
龍
の
背
に
乗
っ
て
」
の
意

味
は
？ 

旧
約
聖
書
の
「
風
の
翼
に
乗
っ
て
約
束

の
地
へ
帰
る
」
や
映
画
「
龍
の
翼
に
乗
っ
て
」
と

の
関
係
は
？ 

と
か
。 

・
マ
ト
モ
な
の
は
、「
木
の
名
前
の
付
く
山
」
は
？ 

多

分
こ
れ
は
一
緒
に
「
小
楢
山
」
に
行
っ
た
帰
り
の

質
問
で
し
ょ
う
。
唐
松
岳
（
北
ア
）・
空
木
岳
（
中

央
ア
）・
大
唐
松
山
（
南
ア
）･

･
･
･･

 

・
彼
の
得
意
分
野
の
「
縄
文
時
代 

本
州
・
北
海
道

の
時
代
対
比
表
」
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
事
も
。 

・
マ
ガ
ン
の
観
察
ツ
ア
ー
に
彼
が
参
加
し
た
時
は
、

ガ
ン
の
「
ね
ぐ
ら
入
り
」「
ね
ぐ
ら
立
ち
」
の
詳
細

な
報
告
を
受
け
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

彼
に
は
聞
き
た
い
こ
と
調
べ
て
も
ら
い
た
い
事
が

ま
だ
ま
だ
有
っ
て
、
特
に
北
海
道
へ
の
ロ
シ
ヤ
人
の

進
出
と
日
本
側
の
対
応
如
何
。
こ
れ
は
是
非
纏
め
て

欲
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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彼
が
亡
く
な
る
と
云
う
事
は
、
私
に
と
っ
て
図
書

館
を
一
つ
失
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

彼
の
山
行
記
録
を
見
る
と
登
っ
た
山
の
数
の
多
さ

に
驚
き
ま
す
。
先
の
大
型
の
山
行
か
ら
所
在
地
も
定

か
で
な
い
よ
う
な
多
分
地
方
の
小
山
？
ま
で
丹
念
に

歩
き
回
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

本
当
に
山
好
き
な
ん
だ
、
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

た
だ
こ
れ
が
五
体
満
足
の
状
態
で
な
さ
れ
た
訳
で

は
な
い
、
腰
痛
を
抱
え
な
が
ら
登
り
続
け
た
処
に
一

種
「
凄
み
」
を
感
じ
ま
す
。 

一
緒
に
登
り
始
め
た
頃
に
、
最
近
山
梨
に
イ
イ
先

生
（
鍼
？
整
体
？
）
を
見
付
け
て
通
っ
て
い
る
と
言
っ

て
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
し
、
加
藤
さ
ん
と
小
川
山

を
10
時
間
か
け
て
往
復
し
た
時
は
流
石
に
腰
に
き

た
よ
う
で
、
増
冨
鉱
泉
の
宿
で
は
座
椅
子
に
座
っ
て

い
ま
し
た
。
一
段
と
高
い
の
で
「
ま
る
で
お
殿
様
だ

ネ
」
と
冷
や
か
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
く

頑
張
っ
た
も
の
だ
と
感
心
も
し
ま
し
た
。 

８
年
前
の
心
臓
手
術
か
ら
は
ペ
ー
ス
が
落
ち
た
よ

う
で
す
が
、
そ
の
分
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
転
進
し

て
縄
文
遺
跡
の
発
掘
現
場
や
鳥
等
の
生
態
観
察
に
一

段
と
力
を
入
れ
た
よ
う
で
す
。
イ
ズ
レ
ニ
シ
テ
モ
、

好
奇
心
は
休
み
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
近
々
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
、
と
述
べ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
が
、
小
生
は

八
十
八
の
歳
に
、
有
志
と
共
に
越
後
の
「
米
山
」（「
米
」

を
分
解
す
る
と
八
十
八
と
な
り
ま
す
）
に
行
く
計
画

を
温
め
て
い
る
の
で
そ
う
も
ま
い
り
ま
せ
ん
。
お
ま

け
に
、
２
０
２
２
年
、
小
生
は
「
米
山
」
を
途
中
下

山
し
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
悔
し
さ
も
有
っ
て
の
話
で

す
。 

 

貴
兄
は
長
い
間
、
身
体
と
頭
を
休
み
な
く
使
い
続

け
ま
し
た
。
お
疲
れ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
ば
ら
く

仮
眠
を
取
ら
れ
て
は
如
何
？ 

で
は
又
。 

（
２
０
２
２
年
11
月
18
日
） 

 

去
年
、「
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
」と
小
樽
近
郊
の
「
塩

谷
丸
山
」
に
行
く
計
画
を
立
て
ま
し
た
。 

北
海
道
新
幹
線
が
札
幌
ま
で
伸
び
る
と
函
館
本
線

は
廃
止
に
な
る
と
聞
い
て
、
の
計
画
で
す
。
彼
に
話

し
た
処
、「
塩
谷
丸
山
な
ら
今
で
も
登
れ
る
」
と
の
返

事
で
し
た
の
で
、「
ジ
ャ
ア 

決
ま
っ
た
ら
一
緒
に
登

ろ
う
ヤ
」
と
話
は
纏
ま
っ
た
の
で
す
が
。
残
念
な
こ

と
で
す
。
来
年
、
追
悼
を
兼
ね
て
「
塩
谷
丸
山
」
だ

け
に
で
も
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 蛭
川
さ
ん
追
悼 

 

中
橋 

寿
雄
（
１
９
６
４
年
卒
） 

 

蛭
川
隆
夫
さ
ん
は
、
山
岳
部
で
の
我
々
同
期
の
会

（
踏
椿
会
＝
ト
ー
チ
ン
会
）
の
メ
ン
バ
ー
を
率
い
た
、

よ
き
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
在
学
中
も
、
卒

業
後
も
、
踏
椿
会
や
三
四
郎
会
等
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
大
い
に
発
揮
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
昨
年
九
月

二
十
八
日
、
突
然
彼
の
訃
報
に
接
し
、
早
過
ぎ
る
死

に
驚
ろ
い
た
。
残
念
至
極
で
あ
っ
た
。「
人
は
、
無
か

ら
生
じ
て
無
に
帰
す
る
な
ら
、
そ
の
途
上
に
あ
る
生

も
、
ま
た
無
の
中
に
あ
る
。
老
子
」
と
は
言
え
、
や

は
り
心
か
ら
の
悲
し
み
と
寂
し
さ
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
。
生
前
の
蛭
川
さ
ん
と
「
老
子
の
思
想
」
に
つ
い

て
メ
ー
ル
を
介
し
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
老

子
の
「

む無
い為
じ自
ね
ん然

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
そ
の

意
味
は
「
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
精
一
杯
の
努
力

を
し
、
あ
と
は
天
地
自
然
の
原
理
や
変
化
を
、
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
自
分
流

に
言
い
換
え
る
と
、「
あ
る
が
ま
ま
の
も
の
を
、
あ
る

が
ま
ま
に
受
け
入
れ
な
が
ら
、
す
な
お
で
し
な
や
か

で
あ
る
こ
と
が
、
ま
こ
と
の
強
さ
で
あ
る
」
と
言
う

こ
と
に
な
る
。
蛭
川
さ
ん
は
、
こ
の
思
想
の
ま
ま
に
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実
践
し
、
生
き
て
き
た
人
物
だ
っ
た
と
思
う
。
常
に

前
向
き
に
、
行
動
力
・
指
導
力
・
人
間
性
を
発
揮
で

き
る
、
頼
り
に
な
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
仲
間
で
あ
っ

た
。
私
が
四
年
生
の
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

合
宿
時
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
穂
高

連
峰
の
周
辺
に
入
山
し
た
。 

我
々
の
グ
ル
ー
プ
は
、
竹
中
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、

西
穂
高
か
ら
奥
穂
高
ま
で
縦
走
し
、
穂
高
小
屋
を
経

由
し
て
涸
沢
に
降
り
る
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
そ
の
途

中
、
私
が
、
不
覚
に
も
滑
落
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
。
奥
穂
高
の
頂
上
付
近
か
ら
飛
騨
側
の
白
出
沢
の

雪
渓
上
を
約
五
百
メ
ー
ト
ル
滑
落
し
た
が
、
奇
跡
的

に
白
出
大
滝
の
上
で
止
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ

し
右
足
首
を
複
雑
骨
折
し
て
い
た
。
そ
の
近
く
の
岩

場
で
、
救
助
に
来
て
く
れ
た
竹
中
さ
ん
と
二
晩
ビ

バ
ー
ク
し
た
あ
と
、
周
辺
に
入
山
し
て
い
た
山
岳
部

の
仲
間
が
終
結
し
、
救
出
活
動
を
し
て
く
れ
た
。
急

峻
な
白
出
沢
を
尾
根
伝
い
に
運
び
上
げ
て
、
穂
高
小

屋
を
経
由
し
て
、
涸
沢
小
屋
ま
で
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト

で
降
ろ
す
作
業
で
あ
っ
た
。
運
び
上
げ
る
時
は
、

シ
ョ
イ
コ

背
負
子
に
石
油
缶
を
括
り
付
け
、
そ
の
上
に
怪
我
を

し
た
私
が
後
ろ
向
き
に
腰
掛
け
、
担
ぎ
手
は
フ
ィ
ッ

ク
ス
し
た
ザ
イ
ル
を
手
繰
っ
て
上
り
坂
を
駆
け
上

る
。
数
人
の
メ
ン
バ
ー
が
交
代
し
な
が
ら
、
運
び
上

げ
て
く
れ
た
。
蛭
川
さ
ん
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
と
し
て
、
大
き
な
掛
け
声
を
か
け
つ
つ
駆
け
上
っ

て
く
れ
た
。
竹
中
さ
ん
を
は
じ
め
、
先
輩
や
後
輩
を

含
む
多
く
の
み
な
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
九
死
に
一
生

を
得
た
わ
け
で
あ
る
が
、
中
で
も
、
蛭
川
さ
ん
の
あ

の
時
の
力
強
い
姿
と
掛
け
声
が
、
今
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
感
謝
し
つ
つ
、
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。 

合
掌 

 

 

 蛭
川
隆
夫
さ
ん
の
思
い
出 

 

小
島 

和
人
（
１
９
６
５
年
卒
） 

 

蛭
川
隆
夫
さ
ん
ご
逝
去
の
知
ら
せ
は
、
昨
年
９
月

29
日
の
早
朝
、
一
橋
山
岳
部
創
部
１
０
０
周
年
記
念

北
岳
集
中
登
山
に
出
掛
け
る
八
王
子
駅
ホ
ー
ム
で
竹

中
先
輩
よ
り
伺
い
ま
し
た
。
暫
く
体
調
を
崩
さ
れ
て

お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な

に
早
く
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
驚
き
と
寂
し
さ
と
を
胸
に
そ
の
ま
ま
登

山
に
参
加
、
10
月
１
日
早
朝
北
岳
山
頂
に
て
皆
で
先

輩
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
蛭
川

隆
夫
さ
ん
と
ご
一
緒
し
た
多
く
の
山
行
と
髭
面
の
優

し
い
笑
顔
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
で
ア
ポ
イ
岳

登
山
の
希
望
が
こ
の
年
も
延
期
に
な
っ
た
こ
と
が
悔

や
ま
れ
ま
し
た
。 

私
は
１
９
６
１
年
に
一
橋
大
学
に
入
学
し
、
入
学

直
後
に
小
平
の
大
学
前
期
校
舎
内
に
あ
っ
た
山
岳
部

部
室
を
訪
ね
て
お
会
い
し
た
の
が
前
期
責
任
者
で

あ
っ
た
蛭
川
さ
ん
で
し
た
。
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た

体
格
の
良
い
、
い
か
に
も
山
岳
人
ら
し
い
風
貌
か
ら
、

私
は
少
々
怖
そ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
入
部
し

て
す
ぐ
に
蛭
川
さ
ん
達
か
ら
指
導
を
受
け
て
、
登
山

靴
・
キ
ス
リ
ン
グ
な
ど
揃
え
、
山
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。 谷

川
雪
渓
訓
練
、
岳
沢
前
期
合
宿
、
剣
沢
夏
合
宿

と
続
き
ま
し
た
が
、
前
期
合
宿
は
勿
論
、
全
て
の
合

宿
で
一
年
先
輩
の
蛭
川
さ
ん
に
は
親
切
に
基
礎
か
ら

登
山
技
術
を
教
え
て
頂
き
、
す
っ
か
り
優
し
い
兄
貴

の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
調
べ
て

判
明
し
た
こ
と
で
す
が
、
１
９
６
１
年
の
秋
合
宿
に

臼
井
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
蛭
川
さ
ん
と
共
に
悪
沢
岳
・

荒
川
岳
を
経
て
10
月
４
日
に
北
岳
に
登
っ
て
い
ま

し
た
。
昨
年
は
61
年
後
の
10
月
、
同
じ
北
岳
に
立
っ

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
縁
と
い
う
も
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
二
年
た
っ
て
、
蛭
川
さ
ん
が
山
岳
部
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
れ
た
年
の
春
山
合
宿
・
横
尾
尾
根

か
ら
奥
穂
高
岳
、
冬
合
宿
・
明
神
岳
東
陵
か
ら
前
穂

岳
で
は
共
に
ア
タ
ッ
ク
隊
の
一
員
と
し
て
蛭
川
さ
ん

の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
が
大

学
山
岳
部
員
と
し
て
、
取
り
敢
え
ず
一
人
前
に
な
れ

た
の
も
蛭
川
さ
ん
の
ご
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感

謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。 
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卒
業
後
の
５
年
間
は
会
社
勤
め
の
合
間
を
縫
っ
て

山
登
り
に
精
を
出
し
蛭
川
さ
ん
と
も
ご
一
緒
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
勤
め
先
で
、
国
産
コ
ン
ピ
ュ

タ
ー
を
世
界
に
売
り
出
す
、
挑
戦
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
お
お
よ
そ
35
年
間
山
登
り
か

ら
離
れ
ま
し
た
。 

２
０
０
５
年
の
秋
に
会
社
勤
め
が
卒
業
に
近
づ

き
、
山
本
健
一
郎
先
輩
か
ら
お
便
り
を
頂
き
、さ

ん三
げ
つ月

会

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
な
ん
と
蛭
川
さ
ん
が

幹
事
を
務
め
て
お
ら
れ
、
再
び
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
の
３
月
に
は
蛭
川
さ

ん
の
同
期
の
皆
さ
ん
と
私
の
同
期
、
一
年
下
の
同
期

で
幕
山
に
ハ
イ
キ
ン
グ
し
て
真
鶴
の
民
宿
に
一
泊
の

大
懇
親
会
が
開
か
れ
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
蛭
川
さ
ん

を
会
長
と
す
る
三
四
郎
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た 

以
来
蛭
川
さ
ん
に
は
国
内
海
外
の
沢
山
の
山
に

誘
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
蛭
川
さ
ん
は
学
生
時
代
に
も

ま
し
て
準
備
周
到
で
、
事
前
に
実
に
細
か
く
調
べ
念

入
り
に
計
画
を
立
て
て
安
全
登
山
を
実
践
し
て
い
ま

し
た
。
国
内
で
は
北
海
道
の
山
々
に
多
く
お
誘
い
頂

き
ま
し
た
。
最
初
は
ニ
ペ
ソ
ツ
山
で
す
。
２
０
０
６

年
の
２
月
に
計
画
が
発
表
さ
れ
、
三
月
会
で
何
回
も

打
ち
合
わ
せ
て
か
ら
９
月
に
山
行
は
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
佐
薙
・
上
原
大
先
輩
は
じ
め
と
す
る
十
数
名
の

大
部
隊
で
し
た
が
三
井
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
蛭
川
さ
ん

が
幹
事
役
を
務
め
て
楽
し
い
山
行
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
復
帰
後
の
最
初
の
大
懇
親
山
行
で
疲

れ
ま
し
た
が
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど
に
初
対
面
し
て
忘

れ
が
た
き
山
行
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０

７
年
の
利
尻
富
士
登
山
、
２
０
１
２
年
ト
ム
ラ
ウ

シ
・
大
雪
山
山
行
と
蛭
川
さ
ん
の
先
導
で
楽
し
ま
せ

て
頂
き
、
こ
の
北
海
道
シ
リ
ー
ズ
で
高
山
植
物
の
楽

し
み
も
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
２
０
０
８
年
に

は
キ
リ
マ
ン
ジ
ェ
ロ
登
山
が
計
画
さ
れ
、
蛭
川
リ
ー

ダ
ー
の
下
、
４
月
た
ぬ
き
湖
の
施
設
で
合
宿
、
沢
山

の
事
例
が
披
露
さ
れ
、
天
子
山
塊
の
長
者
が
岳
等
に

登
り
、
さ
ら
に
７
月
東
北
の
障
子
が
岳
に
登
っ
て
か

ら
仙
台
に
出
て
厚
生
病
院
で
全
員
身
体
検
査
ま
で
受

け
ま
し
た
。
そ
の
間
蛭
川
さ
ん
は
ナ
イ
ロ
ビ
の
旅
行

社
や
航
空
切
符
手
配
の
国
内
旅
行
社
と
数
多
く
の

メ
ー
ル
を
や
り
取
り
し
て
、
実
に
細
か
く
旅
程
・
装

備
等
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
沢
山
の
メ
ー
ル

は
私
の
古
い
パ
ソ
コ
ン
に
記
念
に
残
し
て
い
ま
す
。

蛭
川
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
、
遠
藤
先
輩
と
私

は
、
代
々
木
の
三
浦
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
３
日
ほ
ど
通
い
ま
し
た
。
私
の
無
呼
吸
症
候
群
が

発
見
さ
れ
る
と
適
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
紹
介
し
て

く
れ
た
の
が
蛭
川
さ
ん
で
し
た
。
か
く
の
ご
と
く
準

備
万
端
整
え
て
10
月
ナ
イ
ロ
ビ
経
由
タ
ン
ザ
ニ
ア

に
入
り
、
10
月
12
日
の
深
夜
か
ら
、
可
な
り
の
風

と
零
下
10
度
の
暗
闇
の
中
を
登
り
、
日
の
出
と
共
に

13
日
の
午
前
６
時
に
中
川
・
遠
藤
・
蛭
川
さ
ん
と
共

に
ギ
ル
マ
ン
ズ
ポ
イ
ン
ト
５
７
０
３
ｍ
に
立
ち
ま
し

た
。
そ
の
時
の
蛭
川
さ
ん
の
満
足
そ
う
な
顔
が
今
で

も
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
様
に
、
針
葉
樹
会
活
動
で
も
蛭
川
さ
ん
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
山
の
事
ば
か
り
書
き
ま

し
た
が
、
多
く
の
同
僚
が
ご
存
知
の
よ
う
に
蛭
川
さ

ん
は
実
に
多
く
の
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
徹
底
し
て

掘
り
進
み
ま
し
た
、
私
の
知
る
限
り
、
正
し
い
一
橋

山
岳
部
歌
、
縄
文
遺
跡
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
、
そ
し
て

も
っ
と
も
最
近
は
ア
ポ
イ
岳
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧

種
の
蝶
・
ヒ
メ
チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
保
存
活
動
で
し

た
。 61

年
間
お
世
話
に
な
っ
た
蛭
川
さ
ん
の
ご
逝
去

は
未
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
今

年
の
夏
は
、
蛭
川
さ
ん
の
お
墓
参
り
を
し
て
、
蛭
川

さ
ん
の
愛
し
た
ヒ
メ
チ
ャ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ
の
い
る
ア

ポ
イ
岳
に
登
り
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

蛭
川
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。
そ
ち
ら
で
も
何
か
新
し
い
テ
ー
マ
を
選
ん

で
愉
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 
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 追
悼 
蛭
川
隆
夫
会
員 

 

蛭
川
会
員
の
訃
報
に
接
し
、
会
員
の
み
な
さ
ま
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ー
ル
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

（
編
集
子
） 

 

９
月
８
日
に
蛭
川
さ
ん
と
お
電
話
で
話
し
た
ば
か

り
の
訃
報
に
驚
き
ま
し
た
。
札
幌
に
引
っ
越
さ
れ
て

12
年
、
と
う
と
う
北
海
道
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。 

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
や
ア
イ
ヌ
の
こ
と
で
も
っ
と
も
っ

と
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

佐
薙
さ
ん
、
蛭
川
さ
ん
と
行
っ
た
「
な
め
と
こ
山
」

の
旅
、
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。 

山
崎 

孝
寿
（
特
別
会
員
） 

  

貴
兄
の
訃
報
に
接
し
、
良
き
友
を
失
っ
た
こ
と
、

残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
多
趣
味
な
貴
兄
の
こ
と
、

や
り
残
し
た
こ
と
が
多
々
あ
る
で
し
ょ
う
。
い
ま
、

あ
の
世
に
行
く
こ
と
は
、
私
以
上
に
残
念
・
無
念
の

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
思
う
と
涙
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。 た

だ
、
蛭
川
さ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
、
あ
の
世
で
も

す
ぐ
に
沢
山
の
や
る
べ
き
こ
と
を
見
つ
け
て
ご
活
躍

な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

ま
た
逢
う
日
ま
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

遠
藤 

晶
土
（
１
９
６
２
年
卒
） 

  

蛭
川
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
９
年
前
の

10
月
に
金
峰
山
長
野
県
側
登
山
口
の
岩
根
山
荘
に

Ｏ
Ｂ
８
人
、
学
生
４
人
が
集
ま
っ
た
時
で
し
た
。
そ

の
後
蛭
川
さ
ん
の
依
頼
で
姪
御
さ
ん
と
天
狗
山
・
金

峰
山
に
登
っ
た
り
、
メ
ー
ル
の
交
流
が
あ
り
、
ゼ
ミ

の
先
輩
と
し
て
も
畏
敬
す
る
存
在
で
し
た
。 

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

藤
原 

朋
信
（
１
９
６
９
年
卒
） 

  

朝
一
番
か
ら
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
で
し

た
。
北
八
つ
の
新
人
歓
迎
山
行
か
ら
２
年
冬
の
明
神

合
宿
ま
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
合
宿
で
蛭
川
リ
ー
ダ
ー
の

 
2017.7.17 釧路川にて 撮影：中村雅明 

 
1963 年 12 月明神岳東稜ヒョウタン池にて 
（右端が蛭川会員） 撮影：岡田健志 



 

－28－ 

訓
導
の
下
で
の
山
で
し
た
。
瞬
時
に
す
べ
て
の
山
で

の
蛭
川
さ
ん
の
思
い
出
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

原 

博
貞
（
１
９
６
６
年
卒
） 

 

蛭
川
先
輩
と
は
、
先
輩
が
卒
業
さ
れ
た
年
に
私
が

入
学
・
入
部
し
た
た
め
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の

付
き
合
い
に
な
り
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
編
集
、
図
書
幹
事
の

在
り
様
な
ど
針
葉
樹
会
の
会
務
の
遂
行
に
多
大
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
輩
が

北
海
道
移
住
後
は
、
彼
の
地
で
の
山
行
で
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。 

特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
私
が
は
ま
っ
て
い
た

カ
ヌ
ー
漕
行
に
興
味
を
示
さ
れ
、
釧
路
川
や
天
塩
川

で
の
漕
行
を
ご
一
緒
で
き
た
こ
と
で
す
。
詳
細
は
Ｈ

Ｐ
に
載
せ
た
い
と
思
い
、
こ
こ
で
は
そ
の
時
の
写
真

だ
け
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

蛭
川
先
輩
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

中
村 

雅
明
（
１
９
６
８
年
卒
） 

  

 

 山
と
私 

１ 

 
 

～
笛
吹
川
と
父
～ 

 

石
原 

 

脩
（
１
９
５
５
年
卒
） 

 

生
ま
れ
て
初
め
て
の
山
は
父
に
連
れ
ら
れ
て
登
っ

た
小
楢
山
だ
っ
た
。
塩
山
か
ら
笛
吹
川
に
出
て
、
雲

峰
寺
に
一
泊
し
、
焼
山
峠
を
経
て
登
頂
し
た
が
、
11

歳
の
少
年
に
は
塩
山
ま
で
の
帰
路
が
遠
く
辛
か
っ

た
。 明

治
38
年
生
ま
れ
の
父
・
常
寿
は
、
学
生
時
代
陸

上
競
技
部
の
主
将
だ
っ
た
。
対
校
戦
と
も
な
る
と
、

短
距
離
走
か
ら
棒
高
跳
び
ま
で
の
万
能
選
手
だ
っ
た

と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。 

そ
れ
が
、
支
那
事
変
に
予
備
役
少
尉
と
し
て
出
征

し
、
貫
通
銃
創
を
負
っ
て
右
腕
が
麻
痺
し
た
儘
に

な
っ
た
の
で
陸
上
を
諦
め
て
登
山
に
転
向
し
た
の

だ
っ
た
。 

終
戦
の
翌
年
、
鳳
凰
山
に
登
っ
た
時
は
、
中
学
２

年
だ
っ
た
が
、
燕
頭
山
山
頂
付
近
の
道
は
熊
笹
に
覆

わ
れ
、
足
で
探
り
な
が
ら
進
ん
だ
し
、
３
日
間
誰
に

も
会
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
父
と
登
っ
た
金
峰
山
・

甲
斐
駒
ケ
岳
も
全
て
山
梨
県
の
山
だ
っ
た
。
父
は
子

ど
も
の
頃
、
中
央
線
甲
府
駅
の
近
く
で
育
っ
た
の
で
、

2018.7.26 天塩川にて 撮影：中村雅明 
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朝
夕
、
見
慣
れ
た
山
々
に
限
り
な
い
郷
愁
を
持
っ
て

い
た
の
だ
と
思
う
。 

 

中
で
も
、
父
は
甲
府
盆
地
を
縦
断
す
る
笛
吹
川
に

愛
着
を
持
っ
て
い
た
。
若
い
頃
、
友
人
と
笛
吹
川
東

沢
の
金
山
沢
を
国
師
岳
ま
で
遡
っ
た
が
、
沢
を
埋
め

る
倒
木
が
凄
か
っ
た
と
い
う
話
は
何
度
聞
か
さ
れ
た

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
私
と
の
山
行
で
は
、
信
濃
川

上
か
ら
千
曲
川
源
流
の
西
沢
を
詰
め
て
甲
武
信
岳
に

至
り
、
頂
上
小
屋
の
水
場
か
ら
釜
の
沢
を
下
降
し
た
。

さ
ら
に
、
当
時
の
国
語
の
教
科
書
に
、
田
部
重
治
氏

の
「
笛
吹
川
を
遡
る
」
と
し
て
所
載
さ
れ
て
い
た
の

は
、
釜
の
沢
と
金
山
沢
の
中
間
に
あ
た
る
信
州
沢
で
、

こ
れ
は
私
と
友
人
・
波
多
野
の
二
人
で
登
っ
た
。
こ

れ
を
聞
い
た
父
は
、
親
子
二
代
で
笛
吹
川
東
沢
の
源

流
を
全
て
踏
破
し
た
と
喜
ん
で
い
た
。 

 

私
が
物
心
つ
い
て
以
来
、
世
田
谷
の
自
宅
の
本
棚

に
は
山
の
案
内
書
や
雑
誌
が
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を

占
め
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
中
学
生
に
な
っ
た
私
の

愛
読
書
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
桂
川
流
域
の
天
狗
伝

説
が
面
白
く
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
戦
時
中
は
入
手

困
難
だ
っ
た
五
万
分
の
一
の
地
図
も
沢
山
あ
っ
た

が
、
磁
石
を
使
っ
て
の
そ
の
読
み
方
と
、
山
中
で
の

ケ
モ
ノ
道
の
見
分
け
方
、
そ
し
て
観
天
望
気
は
、
父

か
ら
の
貴
重
な
教
え
だ
っ
た
。
当
時
の
「
山
」
に
対

す
る
わ
た
し
の
印
象
は
、「
奥
深
く
未
知
な
る
も
の
」

で
あ
っ
た
。
未
知
な
る
も
の
へ
の
憧
れ
は
「
山
」
に

行
く
原
点
な
の
に
、
こ
の
後
、
登
攀
自
体
が
面
白
く

て
忘
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
う
一
度
原
点
に
戻
っ

た
の
は
50
歳
に
近
く
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。 

 

甲
府
盆
地
か
ら
見
え
る
茅
ヶ
岳
を
登
り
終
え
た
頃

か
ら
、
二
人
の
目
標
は
北
岳
だ
っ
た
。
当
時
は
夜
叉

神
峠
越
え
の
車
道
が
な
か
っ
た
の
で
、
中
央
線
日
野

春
駅
か
ら
大
武
川
を
遡
り
、
甲
斐
駒
と
鳳
凰
山
の
鞍

部
を
越
え
、
野
呂
川
に
降
り
て
か
ら
漸
く
北
岳
に
登

り
、
間
ノ
岳
・
農
鳥
岳
を
経
て
奈
良
田
に
下
る
も
の

だ
っ
た
。
40
歳
を
超
え
た
父
と
15
、
６
歳
の
私
と
で

は
文
字
通
り
荷
が
重
か
っ
た
。
ま
た
、
沢
登
り
に
興

味
を
持
ち
出
し
た
私
の
父
離
れ
が
進
ん
で
い
た
の

で
、
実
現
し
な
か
っ
た
の
が
今
で
も
心
残
り
だ
。 

（
大
先
輩
の
石
原
脩
会
員
か
ら
「
山
と
私
」
と
い
う

長
編
の
原
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
分
割
し
て
会
報

に
載
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
編
集
子
）） 

 

 

 

『
山
讃
賦
』
を
巡
る
余
話 

～
作
詞
者
が
書
き
残
し
た｢

山
讃
賦｣

の
由
来
～ 

 

加
藤 

博
行
（
１
９
７
６
年
卒
） 

 

針
葉
樹
会
報
151
号
（
２
０
２
２
年
11
月
）
に
、

漢
字
の
読
み
方
に
長
く
異
論
の
あ
っ
た
部
歌
「
山
讃

賦
」
に
つ
い
て
、
歌
詞
の
読
み
方
を
早
く
統
一
し
て
、

後
の
世
代
に
歌
い
継
が
れ
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
主

旨
の
拙
文
を
書
い
た
。
同
様
の
内
容
は
、
百
年
記
念

誌
の
１
６
９
ぺ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

12
月
下
旬
に
、
会
報
の
拙
文
に
つ
い
て
、
ユ
タ
州

ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
在
住
の
加
地
さ
ん
（
１
９

５
８
年
卒
）
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
内
容

を
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、 

１
．
部
歌
の
歌
詞
の
統
一
の
試
み
、
五
音
節
と
七
音

節
の
間
に
一
字
空
け
、「
と
こ
ろ
」
と
「
み
や
い
」

に
統
一
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
。 

２
．
「
と
こ
ろ
」
「
み
や
い
」
の
読
み
方
は
、
五
七
調

に
合
う
強
み
も
あ
り
、
岩
波
古
語
辞
典
に
「
と
こ

ろ
」
は
「
ト
コ
（
床
）
と
同
根
、
ロ
は
接
尾
語
、

一
区
画
が
高
く
な
っ
て
い
る
平
ら
に
な
っ
て
い
る

が
原
義
」
と
あ
り
、
そ
の
好
ま
し
い
原
義
が
「
で

ん
ど
う
」
に
は
な
い
。 
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３
．
題
名
「
山
讃
賦
」
は
作
詞
者
の
造
語
で
あ
ろ
う

が
間
違
い
で
、
造
語
と
し
て
は
「
讃
山
賦
」
が
正

当
で
あ
り
、
こ
の
間
違
い
を
踏
襲
す
る
必
要
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

４
．
統
一
歌
詞
に
は
、
新
旧
か
な
使
い
の
混
同
が
あ

る
。
二
番
の
「
う
へ
」
四
番
の
「
ゑ
ま
い
」
を
残

す
な
ら
、
二
番
の
「
お
ろ
が
め
」
は
「
を
ろ
が
め
」

三
番
の
「
唱
え
つ
ヽ
」
は
「
唱
へ
つ
ヽ
」
に
す
べ

き
で
あ
る
。
但
し
、
芭
蕉
の
手
書
き
に
も
「
お
」

と
「
を
」、「
え
」
と
「
へ
」
の
混
同
は
よ
く
あ
る
。 

注
１
．「
ゑ
ま
い
」
は
笑
え
み
、「
お
ろ
が
め
」
は
、

拝
め
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。 

注
２
．
加
地
会
員
は
、
芭
蕉
の
俳
句
の
評
論
を
発

表
さ
れ
る
ほ
ど
の
研
究
者
で
あ
る
。 

 

加
地
さ
ん
に
は
、
百
年
記
念
誌
の
中
で
１
８
５

ペ
ー
ジ
の
写
真
（
元
Ａ
Ａ
Ｃ
会
長
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ク

リ
ン
チ
氏
と
の
親
交
を
通
じ
て
Ａ
Ａ
Ｃ
に
寄
贈
さ
れ

た
吉
沢
文
庫
）
掲
載
に
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
加
地
さ
ん
か
ら
の
見
解
１
と
２
に
勇
気
付

け
ら
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
で
ん
ど
う
」

「
き
ゅ
う
て
い
」
と
唄
っ
て
い
た
時
代
の
会
員
か
ら
、

は
じ
め
て
「
と
こ
ろ
」
と
「
み
や
い
」
に
積
極
的
な

支
持
を
い
た
だ
い
た
。
更
に
、「
と
こ
ろ
」
に
つ
い
て

は
、
よ
り
良
い
解
釈
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
嬉
し
か
っ

た
。 そ

の
一
方
、
漢
字
熟
語
の
構
成
と
し
て
誤
り
を
指

摘
さ
れ
た
詩
題
「
山
讃
賦
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
同
様
の
指
摘
が
一
部
の
会
員
か
ら
あ
っ
た
箇
所

で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
作
詩
者
が
、「
や
ま
、
そ
れ
を

讃
え
る
詩
」
の
意
味
で
作
詩
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
尊

重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
こ
こ

は
、
京
大
学
士
山
岳
会
の
部
歌
「
雪
山
讃
歌
」
と
似

た
よ
う
な
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
理
解
し
、
原
作
者

の
タ
イ
ト
ル
を
尊
重
し
た
い
。 

４
の
か
な
使
い
は
、
私
が
漢
字
の
読
み
方
に
力
点

を
お
い
て
い
た
の
で
、
か
な
使
い
の
統
一
ま
で
気
持

ち
が
廻
ら
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
回
再
び
「
山
讃
賦
」
の
題
名
や
カ
ナ
使
い
に
話

が
及
ん
だ
の
で
、
再
び
原
作
者
の
松
崎
武
雄
氏
は
ど

う
い
う
人
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
こ
の
詩
が

寄
稿
さ
れ
た
の
か
、
改
め
て
知
り
た
く
な
っ
た
。 

そ
し
て
調
べ
始
め
て
間
も
な
く
、
如
水
会
館
５
階

の
図
書
閲
覧
室
に
「
一
橋
山
岳
部 

百
年
」
が
収
め

ら
れ
た
こ
と
を
確
認
に
行
っ
た
と
き
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
、
何
と
松
崎
氏
自
身
が
「
山
讃
賦
」
に
つ
い
て

書
い
た
小
文
に
辿
り
着
い
た
。 

如
水
会
館
図
書
閲
覧
室
の
係
の
方
が
保
管
し
て
い

た
「
一
橋
応
援
歌
集
」
に
、
松
崎
氏
自
身
に
よ
る
「
山

讃
賦
」
に
つ
い
て
、
と
題
し
た
寄
稿
文
が
昭
和
33
年

２
月
発
行
の
歌
集
巻
末
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
だ
。 

少
し
長
く
な
る
が
、
多
分
殆
ど
の
会
員
が
こ
の
文

面
を
ご
存
じ
な
い
と
思
う
の
で
、
こ
こ
に
全
文
を
記

し
た
い
。
な
お
同
応
援
歌
集
は
戦
後
発
行
さ
れ
て
版

を
重
ね
、
私
が
目
に
し
た
歌
集
は
平
成
16
年
３
月
発

行
版
で
あ
る
。 

  

「
山
讃
賦
」
に
つ
い
て 

松
崎 

武
雄
（
昭
和
３
年
学
部
卒
） 

 

私
達
の
予
科
の
ク
ラ
ス
会
「
風
雲
会
」
の
名
物
男
、

吉
沢
一
郎
君
が
、
大
正
14
年
つ
ま
り
私
達
が
本
科
１

年
の
時
に
「
一
橋
山
岳
部
で
、
今
度
『
山
』
と
い
う

会
誌
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
君
、
何
か
山
に

関
す
る
詩
を
書
け
」
と
い
う
。 

私
は
信
州
飯
田
生
ま
れ
の
山
猿
だ
が
、
山
と
い
え

ば
中
学
生
の
頃
12
、
３
人
の
学
友
と
、
富
士
山
へ

登
っ
た
こ
と
と
、
郷
里
の
近
く
の
山
々
へ
野
営
に
は

屡
々
行
っ
た
以
外
、
山
ら
し
い
山
へ
等
登
っ
た
こ
と

は
な
い
。
そ
し
て
、
お
ま
け
に
私
は
詩
人
で
も
な
い
。 

吉
沢
君
の
命
令
は
少
し
無
理
か
と
思
っ
た
が
、
創

刊
号
に
祝
意
を
表
す
る
意
味
で
、
一
つ
書
い
て
み
よ

う
と
思
い
立
っ
て
、
筆
を
と
っ
た
。 

富
士
山
の
五
合
目
あ
た
り
で
道
に
迷
い
、
お
鉢
巡

り
の
森
林
を
ぐ
る
ぐ
る
４
、
５
時
間
彷
徨
し
、
終
い

に
は
泣
き
出
す
者
も
出
て
来
た
が
、
夕
刻
、
遥
か
に

下
方
の
道
を
登
っ
て
来
る
甲
府
中
学
生
に
救
わ
れ
、

そ
の
日
、
予
定
の
八
合
目
ま
で
は
登
れ
ず
や
っ
と
五

合
目
で
泊
ま
っ
た
時
の
、
あ
の
夜
明
け
の
山
の
イ

メ
ー
ジ
が
鮮
や
か
に
か
つ
詩
的
に
筆
の
先
を
往
来
し
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た
。 三

節
迄
書
い
て
あ
と
二
節
を
と
考
え
て
い
る
と
、

吉
沢
君
が
も
う
締
切
る
か
ら
早
く
出
せ
と
催
促
す

る
。
そ
こ
で
大
急
ぎ
に
第
四
節
だ
け
で
締
め
く
く
り

を
つ
け
て
出
し
た
。 

だ
か
ら
、
今
考
え
て
も
こ
の
第
四
節
は
、
い
か
に

も
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
生
硬
な
感
じ
が
し
て
、
恥
ず
か
し
い

の
で
あ
る
。 

昭
和
三
年
、
卒
業
の
翌
年
頃
、
旧
友
の
鎌
田
一
郎

君
が
君
の
山
讃
賦
が
今
度
作
曲
さ
れ
た
と
言
っ
て
、

音
譜
を
送
っ
て
く
れ
た
の
で
、
あ
あ
そ
ん
な
こ
と
も

あ
っ
た
か
と
、
初
め
て
思
い
出
し
、
早
速
先
輩
、
川

田
義
彦
氏
の
奥
さ
ん
に
ピ
ア
ノ
で
弾
い
て
頂
き
、
自

分
の
作
詞
が
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
ら
れ
た
こ
と
を
非
常

に
嬉
し
く
思
っ
た
が
、
そ
れ
一
度
き
り
で
勿
論
、
耳

覚
え
も
な
く
、
忘
れ
去
っ
た
ま
ま
、
二
十
何
年
か
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。 

去
る
昭
和
三
十
三
年
の
五
月
、
伊
豆
で
卒
業
三
十

周
年
大
会
が
開
か
れ
、
久
し
振
り
に
旧
友
と
相
会
し

た
が
、
新
宿
か
ら
小
田
急
電
車
の
な
か
で
、
こ
れ
も

同
じ
ク
ラ
ス
会
の
母
校
教
授
太
田
可
夫
君
か
ら
、
君

の
山
讃
賦
が
母
校
で
よ
く
唄
わ
れ
て
い
る
と
聞
か
さ

れ
、
又
び
っ
く
り
し
た
。 

其
後
、
ア
ン
デ
ス
に
遠
征
し
た
吉
沢
君
が
、
そ
の

山
頂
の
キ
ャ
ン
プ
で
隊
員
諸
君
と
共
に
、
こ
れ
を

唄
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、
感
ま
た
一
入
で
あ
っ
た
。 

（
昭
和
38
年
２
月
11
日
） 

 

一
橋
応
援
歌
集
の
「
山
讃
賦
」
に
は
、
松
崎
氏
の

作
詩
と
石
川
強
氏
の
譜
面
が
載
っ
て
い
る
。
一
部
ル

ビ
が
振
ら
れ
、こ
れ
ま
で
議
論
と
な
っ
た
漢
字
で
は
、

「
霊
香
」
は
作
詩
の
ぺ
ー
ジ
に
は
「
れ
い
き
ょ
う
」、

譜
面
に
は
「
レ
イ
コ
―
」、「
殿
堂
」「
宮
廷
」
は
、「
と

こ
ろ
」「
み
や
い
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
。 

し
か
し
そ
れ
以
外
に
も
、
も
と
の
詩
に
色
々
手
が

加
え
ら
れ
て
い
て
、
原
作
者
松
崎
氏
が
厳
密
に

チ
ェ
ッ
ク
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い

よ
う
だ
。
従
っ
て
、
議
論
が
ま
た
混
乱
す
る
の
で
、

こ
こ
で
は
掲
載
は
省
略
し
た
い
。
ま
た
松
崎
氏
の
文

章
を
読
む
限
り
、
ご
本
人
は
、
自
分
の
詩
が
メ
ロ
デ
ィ

が
付
け
ら
れ
て
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激
さ
れ
て

い
る
。 

今
回
作
詞
者
の
小
文
に
辿
り
着
け
た
こ
と
は
、
当

時
の
経
過
を
鮮
や
か
に
蘇
ら
せ
て
く
れ
た
点
で
、
誠

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
作
詩
者
が
太
田

可
夫
教
授
と
同
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
驚

く
。
山
岳
部
が
応
援
部
等
他
部
と
の
交
流
を
あ
ま
り

し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
意
外
と
世
間
知
ら
ず
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

当
会
と
し
て
は
既
に
原
作
に
よ
り
忠
実
な
形
で

「
創
部
百
年
統
一
歌
詞
」
を
決
め
て
歌
い
始
め
て
い
る

現
在
、
あ
ら
た
め
て
作
詩
と
譜
面
を
再
検
討
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
寧
ろ
、
次
の
一
橋
応
援

歌
集
に
は
、「
創
部
百
年
統
一
歌
詞
」
を
譜
面
と
合
わ

せ
て
掲
載
す
る
よ
う
依
頼
し
た
い
。 

そ
し
て
私
の
今
の
関
心
は
、
折
角
決
め
た
「
創
部

百
年
統
一
歌
詞
」
を
し
か
る
べ
き
声
楽
の
グ
ル
ー
プ

に
合
唱
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
録
音
し
て
、
後
の
代

に
引
き
継
い
で
お
け
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
案
を
巡
ら

し
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
素
晴
し
い
部
歌
が
統
一
し

た
歌
い
方
で
確
実
に
後
の
世
代
に
伝
承
さ
れ
る
道
と

信
じ
て
い
る
。 

会
員
で
ど
な
た
か
、
声
楽
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

  

如水会館図書閲覧室書架に収めら
れた創部百年記念誌 
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総
務
幹
事 

加
藤 

博
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
９
７
６
年
卒
） 

 ２
０
２
３
年
新
年
会 

 

日
時
；
２
０
２
３
年
１
月
18
日
（
水
） 

 
 

1
8
:0

0

～2
0
:0

0 

場
所
；
如
水
会
館
14
階
「
記
念
室
東
西
」 

 Ⅰ
．
出
席
者
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者 

■
会
場
出
席
者 

23
名 

会
員
：
本
間
浩
（
１
９
６
５
）、
小
島
和
人
（
１
９
６

５
）
、
佐
藤
久
尚
（
１
９
６
６
）
、
岡
田
健
志
（
１

９
６
７
）
、
中
村
雅
明
（
１
９
６
８
）
、
井
草
長
雄

（
１
９
７
３
）、
前
神
直
樹
（
１
９
７
６
）、
加
藤
博

行
（
１
９
７
６
）
兵
藤
元
史
（
１
９
７
７
）、
佐
藤

活
朗
（
１
９
７
８
）
岡
部
寛
史
（
１
９
８
０
）、
中

西
茂
（
１
９
８
１
）
、
小
林
修
（
１
９
８
１
）
、
稲

毛
尚
之
（（
１
９
８
４
）
、
山
本
礼
次
郎
（
１
９
８

４
）
石
丸
義
男
（
１
９
８
５
）、
白
石
章
治
（
１
９

８
６
）
川
名
真
理
（
１
９
８
８
）、
佐
々
木
豪
（
２

０
２
１
）、
内
山
晴
貴
（
２
０
２
２
） 

 
 

（ 

）
内
は
卒
年 

学
生
：
猪
股
ひ
か
り
（
３
年
）、
淺
香
俊
敬
（
２
年
）、

関
響
太
郎
（
２
年
） 

 ■
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者 

４
名 

石
原
脩
（
１
９
５
５
）
、
谷
津
範
之
（
１
９
８
２
）
、

糟
谷
知
紀
（
２
０
１
０
）、
小
西
大
（
山
岳
部
顧
問
、

１
９
８
７
） 

（
新
年
会
に
寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
は
別
添
） 

 Ⅱ
．
新
年
会 

コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ
ま
だ
残
る
も
の
の
、
昨
年
よ
り

多
く
の
会
場
参
加
者
を
迎
え
、
か
つ
１
９
８
０
年
代

卒
業
会
員
８
名
の
参
加
を
得
た
の
は
有
難
い
こ
と
で

あ
っ
た
。 

創
部
１
０
０
年
記
念
の
年
、
冒
頭
前
神
会
長
よ
り

新
年
の
挨
拶
が
あ
り
（
挨
拶
全
文
は
別
添
）
続
い
て
、

小
島
相
談
役
の
発
声
で
乾
杯
し
、
食
事
会
に
入
っ
た
。

食
事
を
し
な
が
ら
、
兵
藤
幹
事
か
ら
の
昨
年
12
月
に

完
成
し
た
百
年
誌
の
総
括
報
告
を
聞
き
、
中
西
会
計

幹
事
に
よ
る
１
０
０
年
記
念
特
別
会
計
中
間
報
告

（
直
近
の
会
計
報
告
別
添
）
と
続
い
た
。
特
別
会
計
で

は
賛
助
金
の
受
領
が
徐
々
に
進
ん
で
、
あ
と
は
若
い

世
代
か
ら
の
賛
助
金
が
期
待
さ
れ
る
処
で
あ
る
。
今

後
余
資
が
あ
れ
ば
追
加
事
業
も
検
討
し
て
、
７
月
の

総
会
に
提
案
し
た
い
旨
、
事
務
局
か
ら
話
が
あ
っ
た
。 

会
員
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
は
、
「
百
年
誌 

私
の
時

代
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
最
長
老
の
石
原
会
員
よ
り

戦
前
の
全
盛
期
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た
が
、
道
具
の

不
足
で
足
回
り
は
地
下
足
袋
等
苦
労
し
た
話
か
ら
始

ま
り
、
各
自
１
～
２
枚
百
年
記
念
誌
か
ら
写
真
を
選

ん
で
、
自
分
の
山
岳
部
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ

た
。
ま
た
今
年
卒
業
す
る
４
年
生
か
ら
は
、
４
年
間

の
う
ち
３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
か
っ
た
こ
と
、
後

を
次
ぐ
新
主
将
、
副
将
か
ら
は
、
今
後
の
活
動
に
向

け
て
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。
最
後
に
、
創
部
百
年

会
務
報
告 

 
2023.1.18 新年会 
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（
単

位
：
円

）

(項
目

)
予

算
（
新

年
会

）
見

込
(総

会
時

）
見

込
(2

3
新

年
会

）
実

績
（
2
/
1
0
付

）
備

考
(項

目
)

予
算

（新
年

会
）

見
込

(総
会

時
）

見
込

(2
3
新

年
会

）
実

績
（2

/
1
0
付

）
備

考

1
)1

0
0
周

年
記

念
誌

関
係

１
）
特

別
協

賛
金

　

　
・
記

念
誌

発
行

費
等

2
,3

3
2
,0

0
0

2
,4

0
0
,0

0
0

2
,6

8
4
,0

0
0

2
,6

8
4
,0

0
0

確
定

　
※

１
　

①
市

川
会

員
特

別
協

賛
金

1
,5

0
0
,0

0
0

2
,0

0
0
,0

0
0

2
,0

0
0
,0

0
0

2
,0

0
0
,0

0
0

※
２

　
・
発

送
費

、
通

信
連

絡
費

等
2
2
5
,0

0
0

2
2
5
,0

0
0

8
3
,0

0
0

8
3
,0

0
0

送
料

等
２

）
特

別
協

賛
金

他
　

　
①

会
員

特
別

協
賛

金
1
,5

0
0
,0

0
0

1
,7

0
0
,0

0
0

1
,6

4
0
,0

0
0

2
,6

1
0
,0

0
0

2
/
1
0
 時

点
実

績

2
）
針

葉
樹

会
報

デ
ジ

タ
ル

化
関

係
　

②
販

売
そ

の
他

6
5
,0

0
0

1
3
0
,0

0
0

同
上

　
・
会

報
デ

ジ
タ

ル
化

経
費

2
5
0
,0

0
0

2
5
7
,0

0
0

2
5
7
,0

0
0

2
5
7
,0

0
0

確
定

　
・
戦

前
会

報
デ

ジ
タ

ル
化

0
1
3
1
,0

0
0

1
3
1
0
0
0

1
3
1
0
0
0

確
定

3
）
そ

の
他

　
・
記

念
誌

発
行

関
連

会
食

等
1
0
0
,0

0
0

1
8
7
,0

0
0

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

学
生

・
若

手
O

B
座

談
会

、

　
・
そ

の
他

経
費

9
3
,0

0
0

ヤ
マ

ノ
印

刷
慰

労
会

等

4
)予

備
費

0
5
0
0
,0

0
0

5
0
0
,0

0
0

5
0
0
,0

0
0

剰
余

金
（
市

川
氏

関
連

）

0
0

0
1
,0

3
5
,0

0
0

剰
余

金
(そ

の
他

）

（
支

出
小

計
）

3
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

0
0
,0

0
0

3
,7

0
5
,0

0
0

4
,7

4
0
,0

0
0

(収
入

小
計

）
3
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

0
0
,0

0
0

3
,7

0
5
,0

0
0

4
,7

4
0
,0

0
0

2
/
1
0
時

点
入

金
額

次
年

度
繰

越

(合
計

)
3
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

0
0
,0

0
0

3
,7

0
5
,0

0
0

4
,7

4
0
,0

0
0

(合
計

)
3
,0

0
0
,0

0
0

3
,7

0
0
,0

0
0

3
,7

0
5
,0

0
0

4
,7

4
0
,0

0
0

注
）
予

算
（
新

年
会

）
　

：
2
0
2
2
年

１
月

臨
時

総
会

総
会

承
認

の
予

算
原

案
※

2
)市

川
会

員
か

ら
の

特
別

協
賛

金
　

：

　
　

見
込

（
総

会
時

）
  

：
2
0
2
2
年

7
月

定
期

総
会

時
の

実
績

見
込

み
　

　
市

川
陽

一
会

員
（
’
5
9
卒

）
よ

り
、

創
部

1
0
0
年

事
業

支
援

と
し

て
、

2
0
0
万

円
を

特
別

寄
付

※
１

）
発

行
費

増
額

理
由

　
：
カ

ラ
ー

ペ
ー

ジ
大

幅
増

加
、

年
表

等
に

よ
る

ペ
ー

ジ
数

増
加

　
　

い
た

だ
い

た
(2

0
2
1
/
1
2
/
9
)。

 

　
  

有
難

く
本

特
別

予
算

に
1
5
0
万

円
を

充
当

し
、

5
0
万

円
は

別
途

予
備

費
と

す
る

。

【
詳

細
内

容
】

（
支

出
）

（
収

入
）

・
記

念
誌

発
行

費
　

：
3
0
0
部

（
ヤ

マ
ノ

印
刷

）
　

支
払

い
済

・
2
0
2
3
年

2
月

1
0
日

時
点

　
特

別
協

賛
金

及
び

 記
念

誌
販

売
に

よ
る

入
金

実
績

　
：
4
,7

4
0
千

円
（
9
6
名

）

・
発

送
費

　
：
会

員
へ

発
送

済
（
2
2
年

1
2
月

末
）

・
配

布
明

細
　

：
会

員
向

け
1
9
9
部

/
学

生
向

け
 1

2
部

（
学

生
へ

1
0
部

、
部

室
閲

覧
用

2
部

）

　
　

　
　

　
　

　
購

入
希

望
者

等
追

加
発

送
分

の
み

未
確

定
　

　
　

　
　

　
　

　
 協

力
者

向
け

（
写

真
提

供
者

等
）
2
8
部

/
外

部
団

体
（
メ

ト
ロ

会
）
1
4
部

、
部

外
5
部

・
会

報
デ

ジ
タ

ル
化

経
費

　
：
ヤ

マ
ノ

印
刷

、
し

ま
だ

文
具

店
他

支
払

い
済

　
　

　
　

　
　

　
　

 計
2
5
8
部

、
在

庫
4
2
部

（
他

に
ヤ

マ
ノ

印
刷

無
償

提
供

9
部

あ
り

、
計

5
1
部

）

支
  

  
  

  
 出

収
  

  
  

  
 入

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【
一

橋
山

岳
部

　
創

部
1
0
0
周

年
記

念
事

業
関

連
予

算
・
実

績
　

進
捗

報
告

】
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(2
0
2
3
年

2
月

1
0
日

時
点

）
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統
一
歌
詞
で
山
讃
賦
を
声
高
ら
か
に
熱
唱
し
、
兵
藤

副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。 

 

今
回
も
リ
ア
ル
／
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

新
年
会
と
な
っ
た
が
、
や
は
り
会
員
同
士
が
リ
ア
ル

で
顔
を
合
わ
せ
る
に
勝
る
懇
親
の
場
は
な
く
、
次
回

以
降
も
よ
り
多
く
若
い
世
代
の
会
員
が
参
加
で
き
る

場
に
し
て
い
き
た
い
。 

  新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 

前
神 

直
樹 

 
 
 
 
 
 

（
針
葉
樹
会
会
長
、
１
９
７
６
年
卒
） 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
百
周
年
記
念
で
会
員
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
北
岳
集
中
登
山
は
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
好
天
に
３
日
間
も
連
続
し
て
恵
ま
れ
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
テ
ィ
で
登
頂
を
果

た
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
小
さ
な
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
下
山
出
来
た
こ
と

は
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
月
見
の
宴
は
井
草
Ｏ
Ｂ
の
ご
厚
意
で
、
鳩
里

庵
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
て
こ
れ
も
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
本
来
な
ら
ば
昔
と
同
じ
よ
う
に
部
室
で
宴

会
を
持
ち
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
内
で
の
飲
食
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
以
上
、
外
で
や
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
普
通
の
飲
食
店
で
は
な
か
な
か
学
生
と
じ
っ
く

り
話
す
こ
と
も
で
き
ず
、
今
回
の
鳩
里
庵
の
よ
う
な

大
広
間
で
一
堂
に
会
せ
た
の
は
非
常
に
意
味
あ
る
も

の
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

年
末
に
は
百
周
年
記
念
誌
の
発
刊
と
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
こ
れ
は
会
員
の
皆
様
か
ら
絶
大
な
協
力
を

い
た
だ
い
た
結
果
完
成
し
た
も
の
で
す
。
中
身
は
皆

様
が
ご
覧
に
な
っ
た
通
り
家
族
ア
ル
バ
ム
の
よ
う
な

体
裁
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
岳
部
と
い
う
集
団
が

家
族
の
よ
う
な
仲
間
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ

自
然
に
出
て
き
た
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
仲
間
意
識
は
、
豪
雨
や
吹
雪
の
た
め
、
何
も

す
る
こ
と
も
な
し
に
狭
い
テ
ン
ト
の
中
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
こ
と
と
か
、
緊
張
感
を
持
っ
て
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
現
場
に
一
緒
し
た
時
と
か
に
生
ま
れ

て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
面
を

今
の
学
生
に
も
是
非
経
験
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い

ま
す
。 

こ
の
３
年
間
は
、
大
学
当
局
の
コ
ロ
ナ
規
制
も
厳

し
く
、
泊
り
を
伴
う
幕
営
山
行
な
ど
許
さ
れ
な
か
っ

た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
規
制
も
緩
和
さ
れ
長
期

山
行
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
や

は
り
あ
る
程
度
緊
張
感
が
あ
る
よ
う
な
状
況
で
な
け

れ
ば
仲
間
意
識
も
生
ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
し
、
今
後

学
生
は
長
期
の
山
行
を
実
行
し
、
様
々
な
場
面
を
経

験
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

本
日
の
新
年
会
に
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
の
挨
拶
は
短
め
に
い
た

し
ま
す
。
本
年
の
会
員
皆
様
と
学
生
諸
君
の
安
全
登

山
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

  

「
一
橋
山
岳
部 

百
年
」
発
行
に
あ
た
っ
て 

 
 
 

～
御
礼
と
お
願
い
～ 

 ― 

前
記
「
進
捗
報
告
」
（
Ｐ
33
参
照
）
に
も
あ
り

ま
す
よ
う
に
今
回
針
葉
樹
会
員
各
位
お
よ
び
物
故

会
員
の
家
族
の
方
々
の
ご
協
力
も
あ
り
ま
し
て
、

特
別
協
賛
金
は
当
初
予
算
を
大
幅
に
上
回
る
額
を

計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
方
、
１
９
９
０
年
代
以
降
卒
業
の
Ｏ
Ｂ
か
ら

の
特
別
協
賛
金
は
極
め
て
低
調
で
す
。
未
払
い
の

方
は
是
非
送
金
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

― 

今
回
の
記
念
誌
で
、
記
載
致
し
ま
し
た
写
真

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
文
章
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
す
で
に
ご
指
摘
い
た
だ

い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
ご
指
摘
も
纏

め
て
正
誤
表
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。 
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― 

上
記
正
誤
表
も
含
め
ま
し
て
、
年

内
あ
る
い
は
来
年
に
は
補
遺
の
よ
う
な

も
の
も
作
成
予
定
で
す
。 

 

今
回
掲
載
出
来
な
か
っ
た
よ
う
な
写

真
や
、
記
載
で
き
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
は
例
え

ば
記
念
誌
２
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
出
て
お

ら
れ
る
田
中
顧
問
は
、
の
ち
神
戸
大
学

山
岳
部
長
と
な
り
日
本
最
初
の
パ
タ
ゴ

ニ
ア
遠
征
を
組
織
さ
れ
た
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
古
い
話
で

な
く
て
も
面
白
そ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
れ

ぞ
と
い
う
よ
う
な
新
た
な
写
真
も
あ
り

ま
し
た
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
針
葉
樹
会
会
長 

前
神 

直
樹
） 

  

 

   

 
 

 2023年1月針葉樹会新年会(兼臨時総会）案内状に寄せられた近況   2023年1月18日

卒年 お 名 前 
参加/ 

オンライン
近況（出欠に加えてメッセージがあったもののみ掲載しています）（注は近況後の補足）

1955/ 
昭30 

石 原  脩 オンライン
今夏の脊椎管狭窄症手術から復活。朝夕2回の近距離歩行に加えて、趣味の声楽にも復帰、
久しぶりにヨーデルにも出てきました。 

1956/ 
昭31 

石和田四郎 不参加 

輝ける101年に向って会の発展、諸兄姉の益々のご健勝をお祈りいたします。 
100周年に関する諸事業に献身下された会長、担当幹事、其の他の諸兄姉に心から御礼申
し上げます。 
老生、来年は「卆令」です。遥けくも来つるものかな、学友の友情に感謝です。 

1956/ 
昭31 

松 尾 寛 二 不参加 
ご連絡多謝。残念ながら歳のせいか少し疲れたので欠席します。 
針葉樹会の発展と、諸兄の健康、御活躍を祈ります。「一橋山岳部 百年」楽しみに待っ
てます。 

1956/ 
昭31 

佐 薙  恭 不参加 盛会を祈ります。 

1958/ 
昭33 

加 地 幸 雄 不参加 
盛会を祈ります。特に山岳部の新会員に激励の言葉を送ります。 
今年は、9月にシャモニー、モンブランに足を伸ばしました。今年の山行日数は、12月24
日現在69日。27日に山行を計画していますが、吹雪く予報で、潰れそうです。 

1958/ 
昭33 

新 井 慶 司 不参加 
病気療養中です。（注；新井会員はこの返信の後1月7日逝去されました。ご冥福をお祈り
致します。） 

1959/ 
昭34 

澤 木 一 夫 不参加 体調不良その他の理由により欠席させていただきます。皆様の盛会を祈ります。 

1959/ 
昭34 

市 川 陽 一 不参加 

3か月前に自身の不注意で腰椎圧迫骨折をして、現在普通の歩行にも不自由して山行は暫
くご無沙汰して居ります。眼前の比叡山脈（現在雪景色です）を眺めて無聊を託ってい
ます。又、頂いた100年誌は完璧な出来栄えで感嘆して飽かず眺めています。編集に携わっ
た方々ご苦労様でした。新年会の大盛況を祈念致します。 
皆様どうぞ良い年をお迎え下さい。 

1960/ 
昭35 

丸 子 博 之 不参加 
針葉樹会新年会、是非出席したいと思っていましたが、体調不良が続き、本日主治医よ
り当分外出・会合出席を控えるよう指示を受けました。誠に残念ですが欠席します。 
盛会であります様。良い新年をお迎え下さい。 

1960/ 
昭35 

中 西  厳 不参加 

会務ご担当ご苦労様です。敬意を表します。 
秋、降雪前の八方尾根を、第三ケルン、八方池まで行ってきました。白馬三山は、山麓
の緑、中腹の紅葉、山並みの白銀が、素晴らしいコントラストでした。 
春の、連休後あたりの、残雪の白馬三山と麓の桜を楽しみにしています。 

1962/ 
昭37 

三 井  博 不参加
37年卒の三井博です。体調不良のため、欠席させていただきます。 
盛会をお祈りいたします。 

1963/ 
昭38 

多 田 伸 治 不参加 百周年記念誌楽しみにしています。皆様のご努力に感謝します。 

1964/ 
昭39 

竹 中  彰 不参加

明けましておめでとうございます。新年会のご盛会を祈ります。 
昨年は針葉樹会の母体の山岳部が創部百周年を迎え、記念山行、記念誌発行等の記念事
業が行われ、そのうちに小生も参加できたものもありました。 
北岳では色々とご心配をおかけしましたが、幸い大事に至らなかったことにホッとして
おります。同時期に蛭川さんが亡くなったことが大変悔やまれますが、その後関係者が
如水会館に集って懇談し、見送ることができたことがせめてもの慰めです。 
本年の山行は14日の奥多摩・笹尾根からスタートの予定です。本年も宜しく。 
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卒年 お 名 前 
参加/ 

オンライン
近況（出欠に加えてメッセージがあったもののみ掲載しています）（注は近況後の補足）

1965/ 
昭40 

小 野  肇 不参加 
おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。新年会残念ながら欠席です。 
元気で生活しています。皆さんによろしくお伝えください。 

1967/ 
昭42 

吉 川 晋 平 不参加 盛会を祈ります。 

1968/ 
昭43 

中 村 雅 明 参加 

昨年の山行は明暗別れました。 
明は6月に針ノ木岳、10月に北岳の山頂を大学4年以来55年振りに訪れました。両峰とも
絶好の快晴に恵まれ、360度の大展望を楽しみました。暗は6月末の南会津の荒海山から
の下山時の転倒による胸部強打の回復が遅れ、夏山に行けませんでした。10月の北岳か
らの下山時も足の疲労がひどく、バランス（体幹）が悪くなり、体力も衰えてきたこと
を実感しました。 
創部100周年記念事業の一つ、「針葉樹」、「針葉樹会報」のデジタル化が完了しホッとし
ています。 
皆さんのご協力に感謝します。図書幹事は今年度限りで新任の井上さんへの引き継ぎを
始めます。また宜しくお願いします。 

1969/ 
昭44 

藤 原 朋 信 不参加 

昨年は記念誌の発行など皆様の活躍や、学生たちの活動を見て元気になりました。 
私事では昨春危なかったのですが、年末には脳検査、心臓機能検査で異常なしと、薬効
果で糖尿数値もここ数年で最良になりましたので、今年はだいぶ動けそうです。 
また宜しくお願いします。 

1971/ 
昭46 

金 子 晴 彦 不参加 100年誌ご苦労様でした。歴代の眩い笑顔が印象的です。 

1977/ 
昭52 

兵 藤 元 史 参加 
3年ほど関与してきました百周年記念写真誌が漸く完成し、皆様に発送できました。 
どんなご評価を頂けるか些か不安ですが、新年会会場、HUHACあるいは針葉樹会報に、
ご忌憚のない感想や写真に関するエピソードなどをお寄せ頂ければ幸です。 

1978/ 
昭53 

佐 藤 活 朗 参加 
案内ありがとうございます。久しぶりに参加させていただきます。よろしくお願いしま
す。 

1979/ 
昭54 

佐 藤 周 一 不参加 
年明け18日の新年会、リアル参加いたします。 
それまでには腰の具合も少しは良くなっていることでしょう。（注；残念ながら不参加と
なりました。） 

1980/ 
昭55 

米 田 篤 裕 不参加 
家族旅行の予定があり、残念ながら臨席オンラインとも参加できません。盛会を祈念し
ております。どうぞ良いお年を。 

1982/ 
昭57 

谷 津 範 之 オンラインオンラインで出席いたします。よろしくお願いいたします。 

1984/ 
昭59 

稲 毛 尚 之 参加
100周年記念誌、有り難うございました。懐かしさが胸に溢れました。 
休日は都内のウォーキングで体力維持に努めております。 

1984/ 
昭59 

山本礼次郎 参加
今年もよろしくお願いいたします。 
出席を予定しております。 

1984/ 
昭59 

安 島 孝 知 不参加
会のご盛況を祈念しております。私は最近、病院、訪問診療クリニックの経営にいそし
んでおります。 

1985/ 
昭60 

石 丸 義 男 参加

地元富山で2020年2月末から勤務（三井物産 在北陸支社）しております。 
今年初から故郷 射水市の依頼に拠り、射水市政策アドバイザー委嘱受け（100%ボラン
ティア）、地元の活性化や国際化に微力乍ら、汗もかいて居ります。 
又、ハンガリーとの縁が帰任後も続き、在日ハンガリー商工会議所会頭代行（副会頭兼
専務理事）を今夏から（会長が辞任、不在の為）拝命、活性化に精を出して居ります。（此
方も100％ボランティア） 
毎日、天気の良い日には、立山連峰の勇姿を愛でて居ります、当に“見れども飽きず神
からならし”ですね。 

1986/ 
昭61 

白 石 章 治 参加

NHKにいました白石が2008年に制作しましたNHKスペシャル「夫婦で挑んだ白夜の大岩
壁～クライマー山野井夫妻～」が、明日（土曜）の深夜に再放送されます。（本件は事前
にご案内済）2023年1月8日(日）前1:05～2:04 ※土曜深夜 G総合＆NHKプラス 
かつて世界最強とよばれ昨年ピオレドール特別賞を受賞した、山野井泰史の登攀を記録
したドキュメンタリーです。ご覧になるのは難しい時間帯ですが、ぜひ収録や配信でご
覧いただければ幸いです。 

1988/ 
昭63 

川 名 真 理 参加 あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

2022/ 
令4 

内 山 晴 貴 参加
先日百年誌を受領致しまして、諸先輩方のご活躍を、貴重な写真と共に興味深く拝見し
ております。お送り頂きましたこと感謝申し上げます。 

2022/ 
令4 

井 上  仁 不参加
大変恐縮ですが、針葉樹会新年会については当日予定が重なっており、会場・オンライ
ン共に不参加とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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追
悼 

新
井
慶
司
会
員 

市
畑 

進
（
１
９
５
８
年
卒
） 

 

今
日
、
１
月
16
日
（
月
）
新
井
（
旧
名
朝
木
）
慶

司
君
の
告
別
式
に
参
加
し
た
。
新
井
君
は
東
村
山
の

徳
蔵
寺
の
次
男
で
、
学
校
に
通
う
西
武
線
の
中
で
、

津
田
塾
に
通
う
夫
人
万
亀
子
さ
ん
を
見
初
め
、
め
で

た
く
結
婚
し
た
、
こ
の
話
は
学
生
時
代
に
も
耳
に
タ

コ
が
で
き
る
ほ
ど
よ
く
聞
か
さ
れ
た
。
徳
蔵
寺
の
別

棟
に
新
婚
所
帯
を
持
っ
た
後
、
す
ぐ
に
、
わ
た
し
と

小
林
博
が
奥
さ
ん
の
手
料
理
で
招
待
を
う
け
た
。 

在
職
中
は
、
全
く
付
き
合
い
な
か
っ
た
。
５
年
に

一
回
の
周
年
記
念
で
会
う
ぐ
ら
い
だ
っ
た
が
、
会
社

卒
業
後
だ
っ
た
か
、
バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
こ
の
夫
婦
と

同
期
の
上
原
君
と
一
緒
に
鳩
山
Ｃ
Ｃ
で
ゴ
ル
フ
を
し

て
、
ご
自
宅
で
夕
食
を
一
緒
し
た
の
が
最
後
だ
っ
た
。 

同
期
の
岡
垣
君
の
と
き
は
、
知
ら
せ
も
な
く
、
行

き
そ
び
れ
た
が
、
今
度
は
、
友
人
と
し
て
見
送
ろ
う

と
決
め
た
。 

 

通
夜
に
行
っ
て
も
よ
い
が
、
知
っ
て
い
る
人
は
誰

も
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
コ
ロ
ナ
罹
病
リ
ス
ク
も

厄
介
だ
と
い
う
こ
と
で
告
別
式
に
決
め
た
。 

や
は
り
、
知
っ
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
納
棺

の
際
、
万
亀
子
夫
人
に
挨
拶
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
す

と
い
い
、
頂
い
た
１
０
０
年
史
は
、
主
人
は
大
変
喜

ん
で
写
真
の
自
分
を
含
め
た
同
期
を
黄
色
の
サ
イ
ン

ペ
ン
で
マ
ー
ク
し
て
、
俺
も
こ
ん
な
山
に
登
っ
て
い

た
ん
だ
、
孫
二
人
に
伝
え
る
た
め
、
も
う
一
冊
買
う

こ
と
に
し
た
と
話
し
な
が
ら
、
生
前
の
写
真
や
遺
品

の
展
示
場
所
に
案
内
し
て
く
れ
た
（
た
し
か
に
黄
色

の
サ
イ
ン
ペ
ン
で
マ
ー
ク
し
て
あ
っ
た
）。 

葬
儀
は
盛
大
で
ベ
ル
ク
（
ス
ー
パ
ー
）
の
会
長
原

島
一
誠
、
社
長
原
島
保
、
ニ
ト
リ
の
似
鳥
昭
雄
、
元

衆
議
院
議
員
山
口
泰
明
の
供
花
、
30
人
位
の
供
花
で

祭
壇
は
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
最
上
段
に
張
替
（
は
り

が
え
）
正
敏
、
張
替
成
好
等
張
替
家
の
供
花
が
並
ん

で
い
る
。
わ
た
し
の
人
生
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い

姓
名
だ
。
調
べ
る
と
、
張
替
正
敏
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
理
事

／
航
空
技
術
部
門
長
ら
し
い
。
親
族
席
に
い
た
か
ら

姻
せ
き
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
山
口
泰
明
の
息
子

で
一
橋
大
大
学
院
卒
の
衆
議
院
議
員
山
口
晋
も
出
席

し
て
い
た
。 

新
井
君
の
経
歴
要
約
の
中
で
ベ
ル
ク
本
社
誘
致
に

寄
与
し
た
と
い
う
、
確
か
に
ベ
ル
ク
は
２
０
１
５
年

２
月
に
本
社
を
寄
居
町
か
ら
鶴
ヶ
島
市
に
移
転
し
て

い
る
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
を
早
期
退
職
し
て
地
域
の
発

展
に
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 加
藤 

博
行 

様 

万
亀
子
夫
人
と
の
小
会
話
で
は
、
新
井
君
は
俺
の

学
生
時
代
に
は
、
危
険
を
冒
し
て
も
、
こ
ん
な
所
に

登
っ
た
の
だ
。
孫
、
男
二
人
に
も
、
ジ
ジ
イ
を
見
習

い
な
さ
い
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
し
た
。 

か
つ
て
、
子
供
に
危
険
な
こ
と
を
や
ら
せ
る
な
と

い
う
風
潮
で
部
員
が
減
少
に
次
ぐ
減
少
だ
っ
た
こ
と

を
思
う
と
、
新
井
君
は
よ
く
ぞ
云
っ
て
く
れ
ま
し
た

と
い
う
感
じ
で
す
。 

１
０
０
周
年
記
念
写
真
集
は
、
意
外
な
効
果
を
引

き
起
こ
し
た
と
云
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
か
っ
た
。 

（
２
０
２
３
年
１
月
17
日
記
） 

 
 

 訃 報  

 

以下の会員が亡くなりました。謹んで報告いたしますとともに、

ご冥福をお祈りいたします。     （総務幹事 加藤博行）

  秋元 邦夫（1949 年卒） 2022 年 1 月 

  尾身 幸次（1956 年卒） 2022 年 4 月 14 日 

  大島 理則（1948 年卒） 2022 年 7 月 16 日 

  蛭川 隆夫（1964 年卒） 2022 年 9 月 28 日 

  須山 修平（1955 年卒） 2022 年 11 月 27 日 

  塩川 清彦（1958 年卒） 2022 年 12 月 11 日 

  新井 慶司（1958 年卒） 2023 年 1 月 7 日 
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■山岳部の 2023 年度体制は以下のとおりです。 
   （2023 年 1 月 1 日～同年 12 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■卒業生の進路は以下のとおりです 

 

     

             

  

            

   

 
 

学
生
の
活
動
記
録 

主将 淺香 俊敬 2 装備 下西ノ園 尚樹 2

副将 関 響太郎 2 総務 重岡 諒 2

副将 田村 健 1 書記 塚本 亮太 2

会計 亀井 奏良 1 記録 中林 茉厘 1

数字は1月時点の学年

現在の部員数 3年0名、2年8名、1年9名

佐々木 豪 院/社会学 日本IBM㈱

伊東 瑠香 国際・公共政策大学院 伊藤忠商事㈱

山下 弘喜 商 パシフィックコンサルタンツ㈱

猪股 ひかり 社 環境省

岩崎 太一 法 未定

神田 陽太郎 経 損害保険ジャパン㈱

平野 智士 経 三菱地所㈱
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                     2022 年 1 月～12 月 山行表           一橋大学山岳部 

時   期 
コ ー ス メ  ン  バ  ー 

年 月日 年 月日

2022 1 14 ～ 2022 1 15 稲子湯 本沢温泉 稲子湯 佐々木(CL､社研2)、岩崎(SL､法4)、猪股(社4)、淺香(経2)

 
1 27 ～ 

 
1 29

夜叉神峠 南御室小屋 薬師
岳 観音岳 地蔵岳 夜叉神
峠 

佐々木(CL､社研2)、岩崎(SL､法4)、猪股(社4) 

 
5 7 ～ 

 
5 8

鴨沢 七ツ石小屋 雲取山 
鴨沢 

岩崎(CL､法4)、半澤(SL､社4)、下西ノ園(経2)、櫻井(法2)、重
岡(社2)、塚本(経2)、中林(法1)、小松(経1)、亀井(経1) 

 
6 3 ～ 

 
6 4

扇沢 大沢小屋 針ノ木岳 
扇沢 

岩崎(CL､法4)、山下(SL､商4)、半澤(社4)、奥野(法4)、関(法2)、
重岡(社2)、吉川(社1)、亀井(経1)、小松(経1)、黒川(法1)、高(社
1)、清水(社1)、田村(社1)、中林(法1)、前田(法1) 

 
6 18 ～ 

 
6 19 尾瀬 

淺香(CL､経2)、関(SL､法2)、重岡(社2)、高(社1)、清水(社1)、
田村(社1) 

 
6 25 ～ 

 
6 26

美濃戸口 行者小屋 赤岳 
横岳 硫黄岳 赤岳鉱泉 美
濃戸口 

佐々木(CL/装備､社研2)、半澤(SL､社4)、吉川(社1)、黒川(法
1) 

7 2 蓼科山 淵田(CL､社2)、荷月(SL､社2)

 
7 9 ～ 

 
7 10

西沢渓谷入口 雁坂峠 雁坂
小屋 甲武信ヶ岳 西沢渓谷
入口 

淺香(CL､経2)、田村(SL､社1)、清水(社1) 

 
7 23 ～ 

 
7 24

駒ヶ根 空木岳 木曽駒ケ岳
 ロープウェイで下山 

佐々木(CL､社研2)、岩﨑(Sl､法4)、半澤(社4)、小松(経1) 

 
8 25 ～ 

 
8 26

戦場ヶ原 湯本キャンプ場 
日光白根山 菅沼 

猪股(CL､社4)、関(SL､法2)、塚本(経2)、吉川(社1) 

9 3 ～ 9 5 羅臼岳、雌阿寒岳 下西ノ園(CL､経2)、淵田(SL､社2)

 
9 4 

   
御岳山 鍋割山 大岳山 奥
多摩駅 

半澤(CL､社4)、重岡(SL､社2)、高(社1) 

 
9 5 

  
 

象潟登山口 鳥海山 象潟登
山口 

猪股(CL､社4)、神田(SL､経4)、岩﨑(法4) 

 
9 9 ～ 

 
9 11

上高地 涸沢野営場 奥穂高
岳 涸沢野営場 上高地 

山下(CL､商4)、半澤(SL､社4)、塚本(経2)、黒川(法1)、清水(社
1)、田村(社1)、吉川(社1) 

 
9 25 

  
 

南郷 軍刀利沢出合 大滝 
生藤山 軍刀利神社 

半澤(CL､社4)、淺香(経2)、小松(経1)、亀井(経1)、古田(OB)

9 25  大倉 塔ノ 大倉 猪股(CL､装備)、塚本(SL､記録)

 
9 30 ～ 

 
10 2

奈良田 大門沢小屋(泊) 農
鳥岳 間ノ岳 北岳 北岳肩
の小屋(泊) 御池小屋 広河
原 芦安 

半澤(CL/装備､社4)、下西ノ園(SL/記録､経2)、古川(食料､社
1) 

 
10 1 ～ 

 
10 2

広河原 白根御池 北岳肩の
小屋 北岳 広河原 芦安 

佐々木(CL､社研2)、淺香(SL､経2)、田村(装備､社1)、重岡(食
事､社2)、亀井(食事､経1)、関(記録､法2)、清水(記録､社1)、谷
津(OB) 

 
10 16 

  
 

那須ロープウェイバス停 
峰の茶屋跡 朝日岳 茶臼山
 那須ロープウェイ山頂駅 

重岡(CL､社2)、櫻井(SL､法2)、田村(記録､社1)、中林(記録､
法1) 

     
 

鳩ノ巣 越沢バットレス 鳩
里庵 

佐々木(M2､CL)、半澤(社4､SL･記録)、下西ノ園(経2)、関(法
2)、小松(経1)、吉川(社1) 

 
11 12 ～ 

 
11 13

上日川峠 大菩薩嶺 ロッヂ
長兵衛 丸川峠 列石登山口 

関響太郎(CL､法2)、田村健(SL･食糧､社1)、中林茉厘(装備･記
録､法1) 

 
11 22 ～ 

 
11 23

美濃戸口 赤岳鉱泉 硫黄岳
 夏沢鉱泉 唐沢・桜平分岐 

淺香(CL､経2)、淵田(SL､社2)、荷月(記録､社2) 

12 4  鳥沢 扇山 百蔵山 猿橋 岩﨑(CL､法4)、山下(SL､商4)、淺香(記録､経2)

 
12 11 

  
 

小仏 景信山 堂所山 城山 
相模湖 

淺香(CL､経2)、下西ノ園(SL､経2)、中林(法1) 
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針
葉
樹
会
の
今
年
度
最
大
の
話
題
は
？
と
言
え
ば
、
間
違
い
な
く
創
部
１
０
０
周

年
記
念
誌
の
発
行
と
、
北
岳
集
中
登
山
で
あ
る
。
参
加
者
全
員
で
、
北
岳
山
頂
集
合

写
真
を
撮
ろ
う
、
と
い
う
計
画
こ
そ
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
最
高
の
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
当
会
ゆ
か
り
の
北
岳
頂
上
を
き
わ
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
喜
び
と
し
た
い
。 

ま
た
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
『
針
葉
樹
』
や
『
針
葉
樹
会
報
』
の
デ
ジ
タ
ル
化
も

完
成
し
た
。
こ
こ
に
当
会
は
１
０
０
周
年
を
機
に
、
き
わ
め
て
膨
大
に
し
て
貴
重
な

電
子
情
報
を
保
有
し
た
こ
と
に
な
る
。
１
０
０
周
年
誌
編
集
委
員
や
図
書
幹
事
の
あ

く
な
き
熱
意
は
、
称
賛
に
値
す
る
。 

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
遂
行
に
は
、
可
成
り
な
費
用
が
必
要
で
あ
っ
た
。
京
都

の
市
川
会
員
の
長
年
に
わ
た
る
ご
寄
付
を
筆
頭
に
、
多
く
の
会
員
や
会
員
の
ご
家
族

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
別
賛
助
金
が
事
業
の
遂
行
を
可
能
に
し
た
。
ま
さ
に
〝
針
葉
樹

会
員
ブ
ラ
ボ
ー
〟
で
あ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
在
の
加
地
会
員
（
１
９
５
８
年
卒
）
は
年
間
69
日
も
山
中
で
す
ご
し
て

お
ら
れ
る
、
登
山
現
役
。
今
号
で
も
フ
レ
ン
チ
ア
ル
プ
ス
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
原

稿
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
一
方
、
石
原
会
員
（
１
９
５
５
年
卒
）
か
ら
「
山
と
私
」

と
題
す
る
長
文
（
１
７
，
０
０
０
字
）
の
原
稿
を
い
た
だ
い
た
。
こ
ち
ら
は
、
分
割
し

て
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

お
二
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
針
葉
樹
会
や
一
橋
山
岳
会
に
対
す
る
愛
情
が
深

い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？ 

こ
の
よ
う
な
「
一
橋
山
岳
会
愛
」
が
１
０
０
周
年
記

念
事
業
を
遂
行
可
能
と
し
た
。
〝
針
葉
樹
会
員
ブ
ラ
ボ
ー
〟
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
一
橋
山
岳
会
愛
」
に
支
え
ら
れ
て
山
岳
部
も
、
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス

テ
ッ
プ
で
登
山
経
験
を
積
み
重
ね
て
、
素
晴
ら
し
い
山
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

（
岡
田 

健
志
） 

 

編
集
後
記 

■
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

２
０
２
２
年
度
（
22
年
６
月 

23
年

５
月
）
の
会
費
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 会

費
（
普
通
会
費
）
は
卒
業
年
次
に
関

係
な
く
、
一
律
５
０
０
０
円
で
す
。
（
た

だ
し
、
卒
業
後
60
年
以
上
経
過
し
た
会
員

に
つ
い
て
は
会
費
免
除
と
な
り
ま
す
）。 

ま
た
、
普
通
会
費
の
ほ
か
に
、
期
間
を

問
わ
ず
賛
助
会
費
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
賛
助
会
費
は
一
口
１
０
０
０
円
で
、

口
数
は
任
意
で
す
。 

近
年
、
学
生
部
員
の
増
加
に
伴
い
山
岳

部
へ
の
支
援
強
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
資
金
手
当
て
の

た
め
に
も
、
賛
助
会
費
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ◎
会
費
納
入
先
◎ 

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 

赤
坂
支
店 

口 

座 

名 

針
葉
樹
会 

口
座
番
号 

普
通
４
８
２
５
６
４
７ 

 ＊
振
込
の
際
、
適
用
欄
に
お
名
前
と
卒
年

次
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

 

会
計
幹
事 

中
西 

茂 
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